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第 １ 章   緒  言  

 

花 き は 人 々 の 日 々 を 彩 る 重 要 な 役 割 を 担 っ て お り ，

特 に ， 慶 弔 の 飾 花 や 物 日 の 贈 答 に ， 喜 び や 悲 し み の 感

情 を 表 現 す る も の と し て 古 く よ り 人 間 生 活 に 取 り 入 れ

ら れ て い る ． 我 が 国 に お い て 葬 送 や 仏 花 と し て 利 用 さ

れ る キ ク や ， 母 の 日 の 贈 答 に 利 用 さ れ る カ ー ネ ー シ ョ

ン は そ の 最 た る も の と 言 え る ． こ れ ら の 花 き は ， 野 生

種 の 栽 培 に は じ ま り ， 人 の 手 に よ る 育 種 を 経 て ， 現 代

の 花 が 成 立 し た （ 柴 田 ， 2 0 1 6 ）． 現 代 に お い て も ， 毎

年 2 0 0 品 種 前 後 の 草 花 類 の 新 品 種 が 育 成 ， 品 種 登 録 出

願 さ れ （ 農 林 水 産 省 輸 出 ・ 国 際 局 ， 2 0 2 1 ）， 新 た な 花

き が 人 々 の 目 を 楽 し ま せ て い る ． 一 方 ， 現 在 ， 園 芸 的

に 利 用 さ れ て い る 主 要 な 草 花 品 目 の 多 く は 海 外 に 由 来

す る も の で あ り ， 日 本 原 産 の も の は 決 し て 多 く は な

い ． 本 研 究 は ， 日 本 海 に 浮 か ぶ 島 根 県 隠 岐 諸 島 を 代 表

す る 夏 秋 の 花 で あ る ト ウ テ イ ラ ン （ 野 津 ， 1 9 9 2 ） に つ

い て ， 地 域 遺 伝 資 源 と 位 置 づ け ， そ の 園 芸 化 を 目 指 し

て 研 究 を 行 っ た も の で あ る ．  
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ト ウ テ イ ラ ン に つ い て  

ト ウ テ イ ラ ン （ V e r o n i c a  o r n a t a  M o n j u s c h k o ） は オ オ

バ コ 科 ク ワ ガ タ ソ ウ 属 の 多 年 草 で ，島 根 県 隠 岐 諸 島 ，京

都 府 お よ び 鳥 取 県 に の み 分 布 す る 日 本 固 有 種 で あ る ．

本 種 は 海 岸 部 を 中 心 に 自 生 し ，隠 岐 諸 島 で は 島 前 ，島 後

に 多 数 の 群 落 を 形 成 し て い る も の の ， 本 州 で は 鳥 取 県

お よ び 京 都 府 の 日 本 海 側 の 数 か 所 に の み 自 生 す る （ 大

橋 ， 2 0 1 7 ）． 本 種 は 自 生 地 開 発 や 採 取 に よ り 個 体 数 を 急

激 に 減 ら し て お り （ 矢 原 ， 2 0 1 5 ）， 環 境 省 に お い て は 絶

滅 危 惧 I I 類 （ V U ） に ， 島 根 県 で は 準 絶 滅 危 惧 種 （ N T ）

に ，ま た ，鳥 取 県 お よ び 京 都 府 に お い て も 島 根 県 同 様 の

指 定 を 受 け て い る （ 環 境 省 自 然 環 境 局 野 生 生 物 課 ，

2 0 1 2； 京 都 府 環 境 部 自 然 環 境 保 全 課 ， 2 0 1 5； 島 根 県 環 境

生 活 部 自 然 環 境 課 ，2 0 1 3； 鳥 取 県 生 活 環 境 部 公 園 自 然 課 ，

2 0 1 2 ）．  

ト ウ テ イ ラ ン の 属 す る ク ワ ガ タ ソ ウ 属 （ V e r o n i c a  L . ）

は ，主 に 北 半 球 の ユ ー ラ シ ア に 広 く 分 布 す る 一 年 草 ，越

年 草 ま た は 多 年 草 で あ り ， 約 3 0 0 種 か ら な る ． そ の う

ち ， 2 1 種 は 日 本 原 産 で あ り ， 海 岸 か ら 高 山 の 岩 地 ま で

幅 広 い 環 境 に 自 生 す る （ 大 橋 ， 2 0 1 7 ）． そ の う ち ， ヨ ー
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ロ ッ パ 原 産 の V .  l o n g i f o l i a  L . や V .  s p i c a t a  L . は ガ ー デ

ニ ン グ 素 材 （ H a m r i c k ， 2 0 0 3 ） や 切 り 花 （ 浜 田 ， 2 0 0 1 ）

と し て 利 用 さ れ て お り ，園 芸 上 重 要 な 属 で あ る ．一 方 ，

日 本 原 産 の 種 は ， ル リ ト ラ ノ オ （ V .  s u b s e s s i l i s  ( M i q . )  

C a r r i e r e ） な ど の 一 部 が 山 野 草 と し て 利 用 さ れ る に 留 ま

り ，幅 広 く 園 芸 的 に は 活 用 さ れ て お ら ず ，園 芸 的 に 利 用

し よ う に も そ の 園 芸 的 な 価 値 に つ い て も 評 価 が な さ れ

て さ れ て い な い た め ， そ の 生 産 方 法 も 明 ら か で な い の

が 現 状 で あ る ．  

ト ウ テ イ ラ ン の 特 徴 に つ い て ， そ の 開 花 期 は 7 ～ 1 1  

月 で ，青 紫 色 の 小 花 が 集 合 し た 総 状 花 序 を 形 成 す る ．ま

た ，葉 の 両 面 に は 白 い 毛 じ が 密 生 し て お り ，開 花 期 以 外

の 時 期 に お い て も ， い わ ゆ る シ ル バ ー リ ー フ プ ラ ン ト

と し て 観 賞 す る こ と が 可 能 で あ る（ 小 林 ら ，2 0 1 5； 野 津 ，

1 9 9 2 ）． こ の よ う に 花 穂 ， 茎 葉 と も に 観 賞 価 値 が 高 い 植

物 で あ る が ， 現 在 そ の 活 用 は 山 野 草 と し て の 利 用 の 範

疇 で ，商 業 的 な 園 芸 利 用 は 限 定 さ れ て お り ，未 利 用 遺 伝

資 源 の 一 つ と い え る ．ト ウ テ イ ラ ン に 関 し て ，こ れ ま で

住 民 ら に よ る 自 生 地 保 護 活 動 （ 稲 村 ， 2 0 0 0 ） や ， 自 生 地

保 護 を 目 的 と し た 各 地 域 の 自 生 状 況 調 査（ 鐵 ら ，2 0 1 7 ）
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が 行 わ れ て い る ． ま た ， 遺 伝 的 多 様 性 に つ い て I S S R マ

ー カ ー を 用 い た 評 価 （ 手 嶋 ・ 大 迫 ， 2 0 1 0 ） が 行 わ れ て い

る 一 方 で ， 形 態 的 多 様 性 に つ い て 調 査 が 行 わ れ た 報 告

は な い . ト ウ テ イ ラ ン を 新 た な 遺 伝 資 源 と し て ， そ の 形

態 や 生 育 特 性 の 評 価 を 行 い ， そ の 利 用 方 法 を 検 討 す る

こ と で 幅 広 い 活 用 が 見 込 ま れ る ．  

 

鉢 物 花 き の 現 状 と ト ウ テ イ ラ ン 鉢 物 化 の 課 題  

国 内 の 鉢 物 花 き 流 通 に つ い て ， そ の 流 通 量 は 年 々 減

少 し て お り ， 東 京 都 中 央 卸 売 市 場 で の 取 扱 額 は 2 0 0 2 年

の 1 0 3 億 円 か ら 2 0 2 1 年 の 4 7 億 円 ま で ， 2 0 年 間 で 5 4 ％

減 少 し て い る （ 東 京 都 中 央 卸 売 市 場 ， 2 0 2 2 ）． ま た ， 鉢

物 は 物 日 需 要 に 対 応 し た 商 材 で あ り ， 鉢 物 が 流 通 す る

す る 物 日 の な い 1 ～ 3 月 お よ び 6 ～ 9 月 は 需 要 が 減 少 し ，

そ の 時 期 に お け る 鉢 物 の 流 通 量 は 母 の 日 前 の 4 ～ 5 月 や

年 末 の 1 1 ～ 1 2 月 の 約 半 量 に 留 ま っ て い る ． 花 き 業 界 で

は ，2 0 1 1 年 か ら 2 月 1 4 日 を フ ラ ワ ー バ レ ン タ イ ン と し

て 1 ～ 2 月 期 の 需 要 の 創 出 に 取 り 組 ん で い る （ 農 林 水 産

省 , 2 0 2 1 ）． 一 方 ，秋 季 の 物 日 に は 9 月 第 3 月 曜 日 の 敬 老

の 日 が あ る が ， 敬 老 の 日 は 鉢 物 の 物 日 と し て は 認 識 さ
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れ て い な い ．現 在 ，敬 老 の 日 出 荷 が 可 能 な 鉢 物 品 目 と し

て ，ル ク リ ア や リ ン ド ウ な ど が 挙 げ ら れ る ．そ れ ら に 加

え ， ト ウ テ イ ラ ン は 自 然 条 件 で 夏 秋 期 に 開 花 す る こ と

か ら ， 敬 老 の 日 出 荷 が 可 能 な 本 邦 原 産 の 新 た な 鉢 物 花

き 品 目 と し て ，夏 秋 期 の 需 要 喚 起 が 期 待 で き る ．物 日 出

荷 の よ う な 特 定 の 日 を 目 標 に 生 産 す る 場 合 ， 開 花 調 節

技 術 が 必 須 と な る ． ト ウ テ イ ラ ン が 属 す る ベ ロ ニ カ 属

の 開 花 調 節 方 法 に 関 す る 報 告 は ， 初 夏 に 開 花 す る V .  

l o n g i f o l i a  L . や V .  v i r g i n i c a  L . を 早 期 出 荷 す る た め の 加

温 に よ る 半 促 成 栽 培 （ 浜 田 ， 2 0 0 1 ） や 冷 蔵 後 に 加 温 す る

促 成 栽 培 技 術 （ H a m r i c k ， 2 0 0 3 ） が あ る ． し か し ， ト ウ

テ イ ラ ン の よ う に 夏 秋 期 に 開 花 す る 種 で は 見 当 た ら ず ，

新 た に 開 花 調 節 技 術 を 開 発 す る 必 要 が あ る ．  

 

地 域 遺 伝 資 源 を 活 用 し た ト ウ テ イ ラ ン の 交 雑 育 種  

花 き の 品 種 発 達 に お い て ，交 雑 育 種 は 草 姿 や 花 容 ，花

色 の 多 様 化 ，開 花 期 間 の 延 長 に よ る 観 賞 性 の 向 上 ，ま た ，

栽 培 特 性 の 改 善 に よ る 生 産 性 の 向 上 に 重 要 な 役 割 を 担

っ て き た （ 斎 藤 ， 1 9 6 9 ）． ト ウ テ イ ラ ン に お い て も ， 園

芸 化 を 進 め る に あ た り 種 内 交 雑 な ら び に 種 間 交 雑 育 種
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に よ り 特 性 を 改 善 す る こ と は 重 要 な 課 題 で あ る ． ト ウ

テ イ ラ ン を 育 種 利 用 し た 例 で は ， V .  s p i c a t a  ‘ R o s e a ’ と

の 種 間 交 雑 に よ っ て ‘ 西 宮 花 1 号 ’ が 育 成 さ れ て お り（ 農

林 水 産 省 ， 1 9 9 9 ）， 種 間 雑 種 形 成 能 力 を 有 す る こ と が 知

ら れ て い る ． ま た ， 佐 藤 ら （ 2 0 1 5 ） は ， 絶 滅 危 惧 種 の 保

全 に お い て ，自 生 地 保 護 と な ら び ，遺 伝 資 源 と し て 活 用

す る こ と も 重 要 で あ る と 指 摘 し て い る ． ト ウ テ イ ラ ン

に お い て も ，そ の 交 雑 種 を 育 成 し ，地 域 特 産 花 き と し て

普 及 を 進 め る こ と に よ り ， 商 業 的 な 利 用 機 会 の 拡 大 の

み な ら ず ，一 般 市 民 に お け る 認 知 度 を 高 め ，絶 滅 危 惧 植

物 の 保 全 活 動 の 推 進 も 期 待 さ れ る ．  

島 根 県 に 自 生 す る ク ワ ガ タ ソ ウ 属 は 1 0 種（ 杦 村 ，2 0 0 5 ）

で あ り ， ト ウ テ イ ラ ン を 含 み ， ダ イ セ ン ク ワ ガ タ      

（ V .  s c h m i d t i a n a  R e g e l  s u b s p .  s e n a n e n s i s  ( M a x i m . )  

K i t a m .  e t  M u r a t a  f .  d a i s e n e n s i s  ( M a k i n o )  T . Y a m a z . ）， イ

ヌ ノ フ グ リ （ V .  p o l i t a  F r .  v a r .  l i l a c i n a  ( T . Y a m a z . )  

T . Y a m a z . ）， サ ン イ ン ク ワ ガ タ （ V .  m u r a t a e  T . Y a m a z . ），

サ ン イ ン ト ラ ノ オ （ V .  o g u r a e  （ T .  Y a m a z . ）  A l b a c h ）

の 5 種 は 絶 滅 危 惧 種 ま た は 準 絶 滅 危 惧 種 に 指 定 さ れ て

い る （ 島 根 県 環 境 生 活 部 自 然 環 境 課 ， 2 0 1 3 ）． サ ン イ ン
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ト ラ ノ オ は 島 根 県 東 部 お よ び 中 央 部 の 岩 山 お よ び 林 縁

の 露 岩 上 に の み 自 生 す る 島 根 県 固 有 の 夏 緑 性 宿 根 草 で

あ る ．ル リ ト ラ ノ オ 亜 属 の 中 で は 唯 一 地 下 茎 を 持 ち ，同

亜 属 の 中 で は 最 も 特 殊 化 し た 種 で あ る （ 山 崎 ， 1 9 8 2 ） .

地 上 部 は ，  匍 匐 あ る い は 下 垂 す る 枝 に 細 か い 照 葉 が 密

生 し ，7 ～ 9 月 に 開 花 す る 小 型 で 青 紫 の 花 穂 が 美 し く（ 稲

村 ， 2 0 0 1 ）， 観 賞 価 値 が 高 い が ， こ れ ま で 園 芸 的 な 商 業

利 用 に 関 す る 報 告 は な い ． サ ン イ ン ト ラ ノ オ は 自 生 地

が き わ め て 限 ら れ て い る 上 に ， 各 自 生 地 で の 個 体 数 が

少 な い 稀 少 植 物 で あ る ． 観 賞 目 的 で の 採 取 や 自 生 地 の

遷 移 に よ り 激 減 し て い る た め ， 環 境 省 で は 絶 滅 危 惧 I I

類 （ V U ） に ， 島 根 県 で は 絶 滅 危 惧 I  類 （ C R ＋ E N ） に 指

定 さ れ て い る （ 環 境 省 自 然 環 境 局 野 生 生 物 課 ， 2 0 1 2； 島

根 県 環 境 生 活 部 自 然 環 境 課 ， 2 0 1 3 ）． ト ウ テ イ ラ ン お よ

び サ ン イ ン ト ラ ノ オ に お い て も 2 種 の 種 間 交 雑 に よ っ

て ，両 種 の 特 徴 を 併 せ 持 つ 観 賞 性 が 高 い 品 種 を 育 成 ，園

芸 化 す る こ と に よ り ， 一 般 市 民 に お け る 認 知 度 を 高 め ，

絶 滅 危 惧 植 物 の 保 全 活 動 の 推 進 が 期 待 さ れ る ．  

 

 



 

8 
 

本 研 究 の 構 成  

本 研 究 で は 隠 岐 諸 島 の ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 化 を 目 標

と し ， 以 下 の よ う な 3 課 題 を 設 定 し ， 研 究 を 行 っ た ．  

1 ． ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 植 物 と し て の 評 価  

2 ． 開 花 調 節 技 術 の 開 発  

3 ． 新 品 種 育 成 に 向 け た 交 雑 に 関 す る 知 見 の 蓄 積  

  

第 2 章 で は ， 隠 岐 諸 島 に 点 在 す る ト ウ テ イ ラ ン の 自

生 地 を 踏 査 し ， 自 生 状 況 を 把 握 し た ． ま た ， 自 生 地 で 採

集 し た 種 子 に 由 来 す る 実 生 を 栽 培 ， そ の 特 性 を 明 ら か

に し ， 園 芸 的 な 用 途 を 考 察 し た （ 加 古 ら ， 2 0 2 0 ）．  

第 3 章 で は ， ト ウ テ イ ラ ン 鉢 物 の 夏 秋 期 に お け る 物

日 出 荷 を 目 標 と し て ，摘 心 時 期 ，摘 心 位 置 が 開 花 時 期 お

よ び 鉢 物 品 質 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 し ， 敬 老 の 日 出 荷 を

目 標 と し た 開 花 調 節 技 術 を 開 発 し た（ 加 古 ら ， I n  p r e s s ）． 

第 4 章 で は ， ト ウ テ イ ラ ン を 活 用 し た 新 た な 地 域 特

産 花 き 品 目 の 開 発 を 目 的 に ， 島 根 県 内 に 自 生 す る 同 属

の サ ン イ ン ト ラ ノ オ と の 種 間 交 雑 を 試 み ， 交 雑 親 和 性

を 確 認 し ， 種 間 交 雑 種 子 の 獲 得 効 率 お よ び そ の 実 生 個

体 の 特 性 を 評 価 し た （ 加 古 ら ， 2 0 2 1 ）．  
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そ し て 第 5 章 に お い て ，ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 的 評 価 ，

鉢 物 生 産 の た め の 開 花 制 御 方 法 の 開 発 ， 自 生 種 と の 種

間 交 雑 に よ る 新 品 種 育 成 を 通 じ ， 園 芸 化 に 向 け た 課 題

の 解 決 と ， ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 利 用 つ い て の 考 察 を 行

っ た ．  
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第 ２ 章  隠 岐 諸 島 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 利 用

を 目 的 と し た 評 価  

 

野 生 植 物 を 地 域 遺 伝 資 源 と し て 園 芸 化 す る 場 合 ， 作

型 開 発 の た め に 自 生 環 境 や 生 育 の 周 期 を 把 握 す る こ と ，

ま た ，自 生 集 団 の 形 質 の 多 様 性 を 把 握 し ，用 途 に 応 じ た

形 質 を も つ 個 体 の 選 抜 を 行 う こ と が 重 要 で あ る ．  

本 章 で は ， ト ウ テ イ ラ ン を 地 域 遺 伝 資 源 と し て 活 用

（ 小 林 ， 2 0 1 2 ） す る こ と を 目 的 に ， 園 芸 的 利 用 価 値 の 評

価 を 行 う た め ， 隠 岐 諸 島 内 の 多 様 な 環 境 下 に 自 生 す る

個 体 か ら 収 集 し た 種 子 に 由 来 す る 実 生 集 団 を 用 い ， 個

体 ご と の 開 花 や 形 態 に 関 す る 各 種 形 質 を 計 測 し ， 産 地

な ら び に 個 体 間 で 比 較 し た （ 加 古 ら ， 2 0 2 0 ）．  
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実 験 １ ． 隠 岐 諸 島 に お け る 自 生 地 の 調 査  

 

材 料 お よ び 方 法  

2 0 1 1 ～ 2 0 1 3 年 に ， 島 根 県 隠 岐 諸 島 の 島 前 に 属 す る 西

ノ 島（ 西 ノ 島 町 ），中 ノ 島（ 海 士 町 ），知 夫 里 島（ 知 夫 村 ）

お よ び ， 島 後 （ 隠 岐 の 島 町 ） の 計 4 島 お よ び 島 後 の 周 囲

の 無 人 島 に お い て ， ト ウ テ イ ラ ン の 自 生 集 団 の 確 認 と

そ の 自 生 環 境 を 調 査 し た ．  

 

結  果  

自 生 を 確 認 し た 地 点 お よ び 採 種 地 点 を 第 2 - 1 図 に ，

採 種 地 点 の 生 育 立 地 を 第 2 - 1 表 に 示 し た ．西 ノ 島 で は 4

地 点 ， 知 夫 里 島 で は 5 地 点 ， 島 後 お よ び そ の 周 囲 の 無

人 島 で は 1 2 地 点 で 自 生 を 確 認 し た ． 一 方 ， 中 ノ 島 で は

自 生 が 確 認 で き な か っ た ．島 後 内 陸 部 の 1 地 点 を 除 き ，

い ず れ の 自 生 地 も 海 岸 も し く は 海 岸 近 く に 存 在 し ， そ

の 多 く は 日 当 た り の よ い 海 食 崖 お よ び そ の 上 の 草 地 ，

も し く は 工 事 に 伴 い 開 削 さ れ た 海 岸 近 く の 切 土 法 面 お

よ び そ の 上 の 草 地 で あ っ た ．島 後 の 内 陸 で 確 認 さ れ た 1

地 点 の 自 生 地 に お い て も ， い ず れ の 個 体 も 日 当 た り の
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よ い 自 然 崖 の 露 岩 上 に 自 生 し て い た （ 第 2 - 2 図 ）．  

 

 

実 験 ２ ． 実 生 個 体 の 特 性 調 査  

 

材 料 お よ び 方 法  

供 試 材 料 は 2 0 1 2 年 1 0 月 に 環 境 省 許 可 の も と ， 島 根

県 隠 岐 諸 島 の 知 夫 里 島 （ 知 夫 村 ）， 西 ノ 島 （ 西 ノ 島 町 ）

お よ び 島 後 島（ 隠 岐 の 島 町 ）の 各 自 生 地 に 自 生 す る 複 数

の 個 体 よ り ラ ン ダ ム に 採 取 し た 種 子 を 使 用 し た ． 2 0 1 4

年 1 月 6 日 に M e t r o - M i x  3 5 0（ S u n  G r o  H o r t i c u l t u r e 社 ）

を 充 填 し た ポ ッ ト に 自 生 地 ご と に 播 種 し ， 3 月 1 0 日 に

2 0 0 穴 プ ラ グ ト レ イ に 同 様 の 用 土 で 定 植 し た ． 4 月 7 日

に 真 砂 土 と P R O - M I X  B X（ P r e m i e r  T e c h  H o r t i c u l t u r e 社 ）

を 1 対 1 で 混 合 し ， 基 肥 と し て ロ ン グ ト ー タ ル 3 9 1 - 7 0

（ ジ ェ イ カ ム ア グ リ （ 株 ）） を 4  g ・ L - 1 混 和 し た 用 土 で

鉢 替 え し た ． 生 育 し た 実 生 4 7 個 体 を 4 月 1 8 日 に 島 根

大 学 内 圃 場 （ 島 根 県 松 江 市 ） に 定 植 し ， 前 述 の ロ ン グ ト

ー タ ル 3 9 1 - 7 0 を 株 当 た り 4  g 施 用 し て 栽 培 し た も の を

用 い た ．  
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各 個 体 の 形 質 調 査 は ， 2 0 1 4 年 お よ び 2 0 1 5 年 の 7 ～ 1 1

月 に か け て 実 施 し ， 2 年 の 平 均 値 を 用 い た ． 開 花 期 は 各

個 体 に お け る 第 1 花 の 開 花 日 か ら 株 全 体 の 開 花 終 了 日

ま で の 日 数 を 開 花 期 間 と し た ．形 態 調 査 は ，各 個 体 の 開

花 初 期 に ， 農 林 水 産 植 物 種 類 別 審 査 基 準 の ベ ロ ニ カ 属

特 性 審 査 基 準 （ 農 林 水 産 省 ， 1 9 9 8 ） に 基 づ く 形 態 ・ 生 態

学 的 特 性 を 一 部 改 変 し た 2 1 項 目 と し ， 草 型 ， 草 丈 ， 葉

の 向 軸 面 お よ び 背 軸 面 の 色 ， 主 茎 茎 径 ， 一 次 分 枝 数 ， 小

花 の 形 状 ， 花 弁 の 形 状 ， 花 弁 先 端 の 形 状 ， が く 片 の 形 状

お よ び 雌 ず い の 長 短 は 1 個 体 当 た り 1 か 所 ， 葉 身 長 ，

葉 身 幅 ，花 序 長 ，花 序 径 ，小 花 径 ，が く 片 長 ，小 花 柄 長 ，

1 花 序 当 た り の 小 花 数 ， 小 花 密 度 （ 開 花 部 位 1  c m 当 た

り の 小 花 数 ）， お よ び 開 花 部 位 長 （ 同 一 日 に 花 序 内 で 開

花 し て い る 部 位 の 長 さ ） は 1 個 体 当 た り そ れ ぞ れ 5 か

所 測 定 し ，そ の 平 均 値 を 用 い た ．花 色 の 調 査 に は 上 記 4 7

個 体 に 島 根 県 農 業 技 術 セ ン タ ー が 保 有 す る 隠 岐 諸 島 原

産 の 1 2 個 体 を 加 え た 合 計 5 9 個 体 を 供 試 し ，1 個 体 当 た

り 3 枚 の 花 冠 裂 片 を 色 彩 色 差 計 （ C R － 1 0 ， コ ニ カ ミ ノ

ル タ ジ ャ パ ン（ 株 ））を 用 い て C I E  L * a * b * 値 を 計 測 し た ．  
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結  果  

１ ） 生 態 的 特 性  

開 花 日 を 第 2 - 2 表 に 示 し た ． 開 花 日 は ， 早 い 個 体 で 7

月 2 3 日 ， 遅 い 個 体 で 9 月 9 日 ， 開 花 終 了 日 は ， 早 い 個

体 で 9 月 1 0 日 ， 遅 い 個 体 で 1 1 月 2 3 日 ， 開 花 期 間 は 3 3

～ 1 0 5 日 で あ っ た ． な お ， 開 花 期 に つ い て ， 最 も 早 い 個

体 と 最 も 遅 い 個 体 と の 差 は ， 開 花 日 で 4 8 日 ， 開 花 終 了

日 で 7 4 日 あ り ， 最 も 開 花 が 早 い 個 体 の 開 花 終 了 期 に ，

最 も 開 花 が 遅 い 個 体 の 開 花 が 始 ま っ て い た ．   

 

２ ） 草 姿  

供 試 個 体 の 開 花 時 の 草 姿 を 第 2 - 1 表 に 示 し た ． 開 花

時 の 草 型 は 傾 状 お よ び 直 立 の も の が 多 い が ， 西 ノ 島 ①

の よ う に 直 立 の 個 体 の み の 採 種 地 が あ る 一 方 ， 島 後 ③

の よ う に 平 状 の 個 体 の み の 採 種 地 が あ り ， 産 地 に よ っ

て 異 な る 傾 向 が あ っ た ． 草 丈 は 3 2 . 2 ～ 7 5 . 5  c m ， 主 茎 茎

径 は 1 . 4 ～ 4 . 3  m m ， 一 次 分 枝 数 は 0 ～ 1 3  本 の 範 囲 に あ

っ た ． 葉 の 形 態 は ， 葉 身 長 は 3 . 9 ～ 1 0 . 4  c m ， 葉 身 幅 は

1 . 0 ～ 2 . 2  c m で あ り ， 葉 形 比 は 3 . 2 の 楕 円 形 の 葉 身 の 個
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体 か ら ， 7 . 8 と 狭 披 針 形 の 葉 身 の 個 体 が 観 察 さ れ た ．   

 

３ ） 花 器 形 質  

花 序 の 形 質 を 第 2 - 3 表 に ， 小 花 の 形 質 を 第 2 - 4 表 に

示 し た ．花 序 長 は 9 . 9 ～ 3 7 . 2  c m ，花 序 径 は 1 . 9 ～ 3 . 1  c m ，

1 花 序 当 た り の 小 花 数 は 5 5 ～ 2 3 9  輪 で あ っ た ． 開 花 部

位 長 は 2 . 8 ～ 7 . 0  c m で あ り ， 小 花 密 度 は 花 序 1  c m あ た

り 4 . 5 ～ 9 . 8 輪 で あ っ た ． 小 花 径 は 7 . 3 ～ 1 1 . 8  m m の 範 囲

に あ り ，小 花 の 形 状 は 皿 形 も し く は 椀 型 ，花 弁 の 形 状 は

卵 形 も し く は 広 卵 形 で あ っ た が ， 多 く の 個 体 で 花 弁 は

卵 形 で あ っ た ． 花 弁 の 先 端 の 形 状 は 円 形 か ら 鋭 形 ま で

の 多 様 性 が み ら れ た ． が く 片 の 形 状 は 卵 形 な い し 長 楕

円 形 で あ り ， 雌 ず い の 長 短 は 短 か ら 長 ま で の ,  小 花 柄

長 は 1 . 1 ～ 3 . 2  m m の 多 様 性 が み ら れ た ．  

 

４ ） 花 色  

第 2 - 3 図 に a * 値 を x 軸 ， b * 値 を y 軸 と し ， 各 個 体 の

花 色 を プ ロ ッ ト し た ． 第 2 象 限 に プ ロ ッ ト さ れ た 白 色

の 1 個 体 を 除 き ， 残 り の 5 8 個 体 は す べ て 第 4 象 限 に プ

ロ ッ ト さ れ ，紫 ～ 青 紫 色 で あ っ た（ 第 2 - 3 図 ，第 2 - 4 図 ）．  
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第 ２ 章 の 考 察  

 

隠 岐 諸 島 に お け る ト ウ テ イ ラ ン の 自 生 地 調 査 の 結 果 ，

多 く の 自 生 地 は 既 報 の と お り 海 岸 近 傍 で あ っ た が ， そ

の 自 生 環 境 は 多 様 で あ り ，日 当 た り の よ い 自 然 崖 や ，他

の 草 本 と 混 生 す る 草 地 等 に お い て 自 生 集 団 を 形 成 し て

い た ． ま た ， 本 種 は 海 岸 の み な ら ず ， 内 陸 部 に も 自 生 す

る こ と が 示 さ れ て お り （ 島 根 県 環 境 生 活 部 自 然 環 境 課 ，

2 0 1 3 ）， 近 年 の 調 査 で は ， 鐵 ら （ 2 0 1 7 ） は 島 前 ・ 西 ノ 島

の 海 岸 線 か ら 1  k m 内 陸 の 位 置 で の 自 生 を 確 認 し て い る

が ， 今 回 の 調 査 で も 島 後 の 海 岸 線 よ り 5  k m 内 陸 部 の 山

地 に 自 生 地 を 確 認 し た こ と か ら ， 島 後 の 自 生 地 は 海 岸

線 の み で は な く ， 内 陸 部 ま で 及 ん で い る こ と が 明 ら か

に な っ た ．  

草 姿 に つ い て ， 今 回 の 調 査 個 体 に お け る 最 大 個 体 と

最 小 個 体 の 草 丈 の 高 低 差 は 4 3 . 3  c m と 大 き く ， 一 次 分

枝 数 も 0 ～ 1 3 本 の 多 様 性 が 観 察 さ れ た ．園 芸 植 物 に は ，

カ ー ネ ー シ ョ ン や キ ン ギ ョ ソ ウ ，ス ト ッ ク の よ う に ，草
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姿 に よ っ て 鉢 物 用 と 切 り 花 用 が 別 品 種 群 と し て 成 立 し

て い る 植 物 が 存 在 す る （ H a m r i c k ， 2 0 0 3 ）． 本 種 の 園 芸 化

に お い て も ，草 姿 の 多 様 性 を 利 用 し ，ガ ー デ ニ ン グ 用 途

の み な ら ず ，コ ン パ ク ト な 草 姿 が 望 ま し い 鉢 物 か ら ，直

立 で 草 丈 が 高 い こ と が 望 ま し い 切 り 花 な ど へ の ， 幅 広

い 用 途 に 対 応 し た 品 種 育 成 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る ．

一 方 ， 本 種 の 茎 葉 は シ ル バ ー リ ー フ プ ラ ン ツ と し て の

観 賞 価 値 を 有 す る こ と か ら ， 葉 の 形 態 や 草 姿 は 開 花 期

以 外 に お い て も 観 賞 性 に 影 響 を 及 ぼ す ． 今 回 の 調 査 個

体 に お い て ， 葉 や 草 姿 に 多 様 性 が 観 察 さ れ た こ と か ら ，

観 葉 植 物 の 育 種 素 材 と し て も 活 用 が 期 待 で き る ．  

同 一 条 件 で 栽 培 し た 調 査 個 体 全 体 の 開 花 期 に つ い て ，

最 も 早 い 個 体 の 開 花 か ら ， 最 も 遅 い 個 体 の 終 了 ま で の

日 数 は 1 2 3 日 で あ っ た ． こ の 結 果 は ， ト ウ テ イ ラ ン を

花 壇 植 物 あ る い は 修 景 植 物 と し て 使 用 す る 際 に ， 開 花

期 間 が 長 い 単 一 の 系 統 で 長 期 間 観 賞 で き る だ け で な く ，

開 花 期 の 異 な る 系 統 を 組 み 合 わ せ て 利 用 す る こ と で ，

よ り 長 期 間 に わ た り 開 花 観 賞 で き る こ と を 示 し て い る ．

ま た ，鉢 物 利 用 す る 際 に も ，開 花 期 の 異 な る 系 統 の 利 用

に よ り ， 継 続 的 に 市 場 出 荷 で き る 可 能 性 が あ る ．  
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花 器 形 質 に つ い て ， 花 序 に は 花 序 長 お よ び 花 序 径 い

ず れ の 項 目 も 個 体 差 が あ り ， そ の 多 様 性 は 切 り 花 か ら

鉢 物 ， 花 壇 苗 等 の 素 材 と し て 幅 広 く 利 用 で き る と 考 え

ら れ る ． ま た ， 開 花 部 位 長 が 長 く ， 小 花 密 度 の 高 い 個 体

は 観 賞 性 を 向 上 さ せ る 育 種 素 材 と し て 有 用 で あ る ． こ

れ ま で ト ウ テ イ ラ ン で は 青 紫 以 外 の 花 色 は 報 告 さ れ て

い な か っ た が ， 今 回 の 調 査 で 新 た な 花 色 変 異 を 見 出 す

こ と が で き た ．今 後 ，花 色 変 異 個 体 を 育 種 素 材 に 活 用 す

る こ と で 今 回 の 調 査 で 見 出 だ し た 白 花 や 紫 花 の 個 体 の

み な ら ず ， よ り 幅 広 い 花 色 変 異 を 創 出 す る こ と が 期 待

さ れ る ．  

以 上 の こ と か ら ， 隠 岐 諸 島 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ ン

は 同 一 栽 培 条 件 下 に お い て も 草 姿 ，花 器 形 質 ，開 花 期 に

幅 広 い 多 様 性 が あ り ， 有 用 な 花 き 遺 伝 資 源 で あ る と 評

価 さ れ た ．ト ウ テ イ ラ ン を 活 用 す る に あ た り ，様 々 な 草

姿 に 加 え て 花 色 や 葉 型 の 多 様 性 を 取 り 込 む こ と で ， 花

器 ，観 葉 の 両 面 で 観 賞 価 値 の 高 い ，日 本 原 産 の 切 り 花 ，

鉢 花 ，花 壇 苗 と ，幅 広 く 適 応 し た 新 規 花 き 品 目 と し て 利

用 で き る と 考 え ら れ る ．  
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第２－１表 隠岐諸島におけるトウテイランの自生立地および実生の栽培条件下での草姿 

草丈 主茎茎径 一次分枝 葉身長 葉身幅

（cm） （mm） （本） （cm） （cm）
1 直立 51.2 2.0 1.2 5.6 1.2 4.8
2 直立 50.0 1.7 1.5 4.6 1.0 4.7
3 直立 48.5 1.6 1.5 4.8 1.0 4.8
4 直立 36.7 2.1 0.0 5.2 1.2 4.2
5 直立 50.2 1.8 1.0 3.9 1.0 3.9
6 直立 53.5 1.9 2.2 5.0 1.1 4.8

② 1 海食崖 直立 52.5 2.6 0.0 7.3 1.8 4.1
1 直立 55.0 3.0 0.0 8.2 1.7 4.9
2 直立 47.5 2.6 2.0 4.9 1.0 4.7
3 傾状 40.0 2.6 0.0 6.9 1.3 5.2
4 傾状 52.8 2.6 2.0 6.6 1.6 4.0
5 直立 37.5 2.3 0.0 6.2 1.3 4.8
6 直立 61.8 3.2 2.5 10.4 1.5 7.1

② 1 草地 直立 73.2 3.2 2.0 7.8 1.7 4.6
1 傾状 51.0 3.9 1.0 7.0 2.0 3.5
2 傾状 65.9 3.2 0.0 8.3 2.0 4.1
3 傾状 43.0 3.9 3.0 8.5 2.0 4.4
4 傾状 61.3 3.6 3.0 8.2 2.1 3.9
5 傾状 40.1 4.1 4.0 9.0 2.2 4.0
1 傾状 40.0 2.2 2.0 5.8 1.8 3.2
2 傾状 58.0 4.3 6.0 8.0 1.8 4.4
3 傾状 60.0 3.5 5.0 8.7 1.9 4.6
1 平状 50.3 3.2 2.0 7.4 2.1 3.6
2 平状 62.5 2.5 2.0 6.7 1.9 3.5
3 平状 63.5 2.7 2.0 7.5 2.1 3.5
4 平状 61.5 2.8 2.7 6.7 1.8 3.7
5 平状 61.1 2.8 2.0 6.4 1.7 3.8
6 平状 72.0 3.0 3.5 6.9 1.9 3.7
1 傾状 50.5 2.7 2.8 8.2 1.7 4.9
2 傾状 60.7 2.3 0.0 5.1 1.5 3.5
3 傾状 52.0 2.6 3.3 7.5 1.5 4.9
4 直立 60.5 3.1 2.0 8.5 2.1 4.1
5 直立 50.5 2.4 2.0 6.7 1.7 4.1
6 傾状 63.7 2.9 4.0 7.2 1.9 3.9
1 傾状 50.5 2.0 1.3 4.8 1.0 4.7
2 直立 43.0 1.5 1.5 4.5 1.1 4.0
3 傾状 44.3 1.8 0.0 4.4 1.1 3.9
1 直立 55.0 2.1 13.0 6.6 1.2 5.3
2 直立 48.5 2.0 2.3 6.6 1.0 6.5
3 直立 71.5 2.8 4.0 6.5 1.5 4.2
4 直立 52.0 2.8 7.8 9.7 1.9 5.2
5 直立 45.0 1.9 2.3 6.0 1.1 5.3
6 直立 75.5 3.2 4.0 9.1 1.2 7.8
7 平状 32.2 2.1 1.0 7.4 1.0 7.2
8 傾状 43.0 1.8 3.5 6.3 1.0 6.1
9 平状 50.7 1.4 6.5 6.8 1.3 5.3
10 平状 47.3 1.7 2.0 6.5 1.1 5.7

⑤ 内陸の自然崖

⑥
海岸近くの
切土法面

海食崖

③ 海食崖

④ 草地

z
葉身長／葉身幅

採種地 草型 葉形比
z

西ノ島
① 草地

採種地の
自生立地

知夫里島
① 海食崖

島後

① 海食崖

②
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第２－２表 隠岐諸島に由来するトウテイラン実生の栽培条件下での開花期 

開花期間
z

（日）
1 8月26日 10月15日 50
2 8月26日 10月20日 55
3 8月22日 10月19日 58
4 9月5日 10月8日 33
5 8月29日 10月15日 47
6 8月18日 10月13日 56

② 1 9月7日 10月15日 38
1 8月30日 10月19日 50
2 8月15日 9月25日 41
3 9月9日 10月21日 42
4 8月24日 10月13日 50
5 8月15日 9月29日 45
6 8月13日 10月1日 49

② 1 8月13日 10月8日 56
1 9月9日 11月23日 75
2 8月10日 10月13日 64
3 8月10日 10月15日 66
4 8月20日 10月24日 65
5 8月10日 11月23日 105
1 8月18日 10月20日 63
2 8月11日 10月4日 54
3 8月10日 10月10日 61
1 8月31日 10月30日 60
2 8月14日 10月24日 71
3 8月24日 10月24日 61
4 8月24日 10月24日 61
5 8月24日 10月28日 65
6 7月28日 10月16日 80
1 8月12日 10月10日 59
2 9月7日 10月19日 42
3 8月7日 10月11日 65
4 9月9日 11月10日 62
5 8月28日 10月15日 48
6 8月30日 10月28日 59
1 7月26日 9月10日 46
2 7月26日 9月10日 46
3 7月23日 9月13日 52
1 8月10日 9月15日 36
2 8月11日 9月24日 44
3 8月1日 9月27日 57
4 8月27日 10月21日 55
5 8月24日 10月18日 55
6 8月5日 9月24日 50
7 8月22日 9月28日 37
8 8月14日 10月3日 50
9 8月24日 10月15日 52
10 8月24日 10月18日 55

知夫里島
①

採種地 開花日 開花終了日

西ノ島
①

z
開花日から開花終了日までの日数

島後

①

②

③

④

⑤

⑥
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第２－３表 隠岐諸島に由来するトウテイラン実生の栽培条件下における花序の形質 

花序長 花序径 小花数 開花部位長
z

小花密度
y

（cm） （cm） （輪／花序） （cm） （輪／cm）
1 20.3 2.5 126 4.0 6.2
2 14.5 2.5 90 3.8 6.2
3 14.0 2.4 76 3.6 5.4
4 9.9 2.4 60 2.8 6.1
5 17.4 2.4 106 4.0 6.1
6 19.2 2.5 111 3.9 5.8

② 1 14.3 3.1 93 3.0 6.5
1 23.8 2.6 137 4.7 5.8
2 17.4 2.3 122 3.6 7.0
3 13.9 2.8 89 3.4 6.4
4 17.5 2.4 133 3.7 7.6
5 17.8 2.5 141 3.6 7.9
6 25.2 2.8 181 3.7 7.2

② 1 37.2 2.9 233 4.4 6.3
1 25.4 3.0 231 5.3 9.1
2 21.2 3.1 204 6.5 9.6
3 14.8 2.8 144 6.3 9.8
4 29.8 2.8 239 7.0 8.0
5 15.2 2.8 126 6.5 8.3
1 18.2 2.5 131 4.7 7.2
2 22.1 2.5 166 3.9 7.5
3 17.6 2.4 136 3.7 7.7
1 24.3 3.1 151 5.9 6.2
2 20.9 2.9 125 5.0 6.0
3 25.5 3.0 141 4.8 5.5
4 23.4 3.0 131 5.5 5.6
5 31.8 3.0 181 5.8 5.7
6 23.8 3.0 142 6.0 6.0
1 24.5 2.6 148 3.3 6.0
2 21.5 2.3 105 4.0 4.9
3 20.0 2.5 120 3.8 6.0
4 22.6 2.6 111 4.3 4.9
5 22.3 2.6 135 3.8 6.1
6 17.9 2.6 83 3.6 4.6
1 20.5 2.1 106 3.1 5.2
2 17.8 2.1 124 3.2 7.0
3 16.4 2.1 131 3.0 8.0
1 18.0 2.4 95 3.1 5.3
2 17.4 2.7 86 2.8 4.9
3 30.5 2.9 166 2.8 5.4
4 19.2 3.1 128 4.5 6.7
5 18.6 1.9 118 2.8 6.4
6 20.5 2.7 131 3.6 6.4
7 11.8 2.6 55 3.2 4.6
8 17.9 2.5 81 3.0 4.5
9 24.7 2.9 159 3.0 6.4
10 18.7 2.7 105 3.0 5.6

z
同一日に花序内で開花している部位の長さ

y
花序の開花部位1 cmあたりの小花数

島後

①

②

③

④

⑤

⑥

採種地

西ノ島
①

知夫里島
①
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第２－４表 隠岐諸島に由来するトウテイラン実生の栽培条件下における小花の形質 

小花径 がく片長 小花柄長

（mm） （mm） （mm）
1 8.7 椀形 卵形 鈍形 2.4 卵形 中 1.4
2 9.5 皿形 卵形 鈍形 2.7 卵形 長 1.8
3 9.2 皿形 卵形 鋭形 2.7 卵形 中 1.6
4 9.4 皿形 広卵形 鈍形 3.1 卵形 中 1.6
5 9.0 椀形 卵形 鈍形 2.6 卵形 中 1.8
6 8.4 椀形 卵形 鈍形 2.7 卵形 中 2.0

② 1 11.8 椀形 広卵形 鈍形 3.5 卵形 中 2.6
1 9.8 椀形 広卵形 鈍形 3.8 卵形 中 2.6
2 8.7 皿形 卵形 円形 2.4 卵形 中 1.4
3 9.4 皿形 卵形 鈍形 3.8 長楕円形 短 2.7
4 9.8 椀形 広卵形 鈍形 3.5 卵形 中 2.2
5 9.5 椀形 広卵形 鈍形 3.6 卵形 中 2.1
6 10.6 椀形 卵形 鋭形 5.2 長楕円形 短 1.8

② 1 10.1 皿形 卵形 鈍形 3.4 卵形 中 2.9
1 9.5 椀形 卵形 鋭形 3.9 長楕円形 短 2.4
2 8.1 椀形 卵形 鈍形 3.8 長楕円形 短 2.7
3 8.5 椀形 卵形 鋭形 4.2 長楕円形 短 2.6
4 7.8 椀形 卵形 鋭形 4.6 卵形 長 2.5
5 7.5 椀形 卵形 鈍形 4.2 長楕円形 長 3.1
1 10.8 皿形 卵形 鈍形 3.7 卵形 長 1.9
2 8.6 椀形 卵形 鋭形 3.8 卵形 短 1.6
3 8.6 椀形 卵形 鋭形 4.3 卵形 短 1.5
1 10.9 皿形 卵形 鋭形 3.5 長楕円形 長 2.6
2 9.2 皿形 卵形 鋭形 3.0 長楕円形 中 2.4
3 10.9 皿形 卵形 鋭形 3.6 長楕円形 中 3.2
4 9.1 皿形 卵形 鋭形 2.8 長楕円形 中 2.6
5 10.5 皿形 卵形 鋭形 3.3 長楕円形 中 2.6
6 10.0 皿形 卵形 鋭形 3.7 長楕円形 短 2.0
1 9.2 皿形 広卵形 鈍形 4.5 長楕円形 中 2.3
2 9.1 椀形 卵形 鋭形 3.6 長楕円形 中 2.6
3 9.9 椀形 卵形 鋭形 4.0 長楕円形 中 1.7
4 11.1 椀形 広卵形 円形 3.7 卵形 短 1.9
5 10.0 椀形 卵形 鈍形 3.8 長楕円形 中 2.3
6 10.5 椀形 卵形 鋭形 3.7 卵形 中 1.8
1 7.9 椀形 卵形 鋭形 3.3 卵形 短 1.1
2 7.5 皿形 卵形 鈍形 3.6 卵形 短 1.7
3 7.3 椀形 広卵形 鈍形 2.4 卵形 短 1.3
1 8.7 椀形 卵形 鋭形 3.5 卵形 短 1.7
2 8.4 椀形 卵形 鋭形 4.0 長楕円形 長 3.1
3 9.1 椀形 卵形 鋭形 3.8 卵形 短 2.4
4 9.9 椀形 卵形 鈍形 3.9 卵形 中 2.5
5 8.4 皿形 卵形 鈍形 3.5 卵形 中 2.5
6 9.5 椀形 卵形 鈍形 4.0 卵形 中 3.1
7 9.9 椀形 卵形 鈍形 3.9 卵形 中 2.5
8 10.1 皿形 卵形 鋭形 3.8 卵形 短 2.5
9 8.2 椀形 卵形 鈍形 3.3 卵形 中 2.8
10 8.0 椀形 卵形 鈍形 3.2 卵形 短 2.4

z
雌ずい先端が雄ずい先端より突出しているものを長，雌ずい先端と雄ずい先端が同程度のものを中，雄ずい先端

が雌ずい先端より突出しているものを短とした（農林水産省，1998）

⑥

島後

①

②

③

④

⑤

西ノ島
①

知夫里島
①

採種地
小花の
形状

花弁の
形状

花弁先端の
形状

がく片の
形状

雌ずいの

長短
z
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第２－１図 隠岐諸島におけるトウテイランの自生地および採種地 
                                                            図中の●は自生を確認した地点を，各島の数字は採種地を示す 
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第２－２図 隠岐諸島におけるトウテイラン自生状況 
A：島後① B：島後⑥（隠岐の島町） 
C：西ノ島①（西ノ島町） D：知夫里島①（知夫村） 
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第２－３図 CIEL*a*b*表色系における隠岐諸島に由来する 

トウテイラン実生の花弁色分布 

図中の線で囲われた集団を示すアルファベットは 

第２－４図の花色を示すアルファベットと対応している 
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第２－４図 隠岐諸島に由来するトウテイラン実生の花色変異 

図中の花色を示すアルファベットは第２－３図の 

線で囲われた集団を示すアルファベットと対応している 
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第 ３ 章  ト ウ テ イ ラ ン の 鉢 物 栽 培 に お け る 夏 秋 期 出 荷

に 向 け た 開 花 調 節  

 

ト ウ テ イ ラ ン は ， 第 2 章 で 明 ら か に し た と お り ， 高

い 観 賞 性 を 有 し て い る に も か か わ ら ず ，現 在 ，一 部 の 山

野 草 愛 好 家 に 向 け た 少 量 の 流 通 に 限 ら れ て お り ， 本 種

の 自 生 地 で あ る 隠 岐 諸 島 で は 地 域 特 産 花 き と し て 一 般

に 流 通 ， 利 用 す る 方 法 の 開 発 が 望 ま れ て い る ．  

ト ウ テ イ ラ ン は ， 自 然 条 件 で 夏 秋 期 に 開 花 す る こ と

か ら ， 夏 秋 期 出 荷 の 新 規 鉢 物 品 目 と し て の 利 用 が 可 能

で あ る と 考 え ら れ ，9 月 第 3 月 曜 日 の 敬 老 の 日 需 要 を 目

標 に 鉢 物 と し て 出 荷 で き る と 考 え ら れ る ．一 方 ，敬 老 の

日 の よ う な 物 日 需 要 に 対 応 す る に は ， 物 日 に 対 応 し た

特 定 の 期 間 に 出 荷 を 行 う 必 要 が あ り ， そ の た め に は 開

花 調 節 等 の 出 荷 期 調 節 を 行 う 必 要 が あ る ．  

そ こ で ， 第 3 章 で は ， 島 根 県 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ

ン の 夏 秋 期 出 荷 に 向 け た 鉢 物 生 産 体 系 の 開 発 を 目 的 に ，

生 産 現 場 へ の 導 入 が 最 も 容 易 な 摘 心 処 理 に つ い て ， 摘

心 節 位 ， 摘 心 時 期 が 開 花 時 期 な ら び に 鉢 物 品 質 に 及 ぼ

す 影 響 に つ い て 検 討 し た （ 加 古 ら ， I n  p r e s s ）．  
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実 験 １ ． 摘 心 時 期 が 及 ぼ す 影 響  

 

材 料 お よ び 方 法  

ト ウ テ イ ラ ン は ， 島 根 県 農 業 技 術 セ ン タ ー に お い て

草 丈 の 低 い わ い 性 の 草 姿 に 着 目 し ， 鉢 物 向 け に 選 抜 し

た ‘ N G - 1 ’ を 各 処 理 区 1 2 株 供 試 し た ． 2 0 1 5 年 2 月 1 0 日

に ， 越 冬 株 を 2 芽 ご と に 株 分 け し ， M e t r o - M i x  3 5 0（ S u n  

G r o  H o r t i c u l t u r e 社 ） を 充 填 し た 1 2 8 穴 セ ル ト レ イ に 仮

植 し た ． 鉢 上 げ は ， 4 月 1 日 に 真 砂 土 と P R O - M I X  B X

（ P r e m i e r  T e c h  H o r t i c u l t u r e 社 ） を 容 積 比 1 対 1 と し ，

元 肥 に 被 覆 複 合 肥 料 （ ロ ン グ ト ー タ ル 3 9 1 - 7 0

（ N : P 2 O 5 : K 2 O = 1 3 : 9 : 1 1 ）， ジ ェ イ カ ム ア グ リ （ 株 ）） を 4  

g ・ L - 1 混 和 し た 培 地 を 用 い て  9  c m 黒 色 ビ ニ ル ポ ッ ト

へ 行 っ た ．定 植 は 7 月 2 日 に 同 様 の 培 地 を 用 い て 1 5  c m

白 色 プ ラ ス チ ッ ク 鉢 に 行 っ た ． 栽 培 は 雨 除 け な し の 露

地 で 行 い ， 追 肥 は 行 わ な か っ た ． 処 理 区 は ， 定 植 後 摘 心

を 行 わ な い 無 摘 心 区 を 対 照 に ，3 月 末 に 摘 心 を 行 う 3 月

末 摘 心 区 ， 以 下 同 様 に ， 4 月 末 摘 心 区 ， 5 月 末 摘 心 区 お

よ び 6 月 末 摘 心 区 を 設 け た ． 摘 心 節 位 は ， い ず れ の 区

も 主 枝 基 部 よ り 3 節 目 の 直 上 と し た ． 調 査 項 目 は 最 初



 

29 
 

の 小 花 が 開 花 し た 開 花 日 ， 無 摘 心 区 で は 株 分 け 日 か ら ，

摘 心 を 行 っ た 区 で は 各 摘 心 日 か ら 到 花 ま で の 積 算 温 度 ，

最 後 の 小 花 が 萎 凋 し た 開 花 終 了 日 お よ び 出 荷 適 期 日 の

生 育 と し た ．積 算 温 度 の 算 出 に は ，島 根 県 農 業 技 術 セ ン

タ ー 内 に あ る 気 象 庁 地 域 気 象 観 測 シ ス テ ム 出 雲 観 測 所

の デ ー タ を 使 用 し た （ 気 象 庁 ， 2 0 1 6 ）． 生 育 の 調 査 は 1 0

月 3 1 日 ま で に 開 花 し た 株 に つ い て 行 っ た ． 開 花 日 か ら

3 ～ 7 日 経 過 し ， 最 も 開 花 が 早 い 花 穂 に お け る 小 花 の 開

花 部 位 が 1  c m 程 度 に な っ た 日 を 出 荷 適 期 日 と し ， 同 日

に ，無 摘 心 区 で は 主 枝 の ，摘 心 を 行 っ た 区 で は 摘 心 後 に

主 枝 か ら 伸 長 し た 新 梢 の う ち ， 開 花 し た も の を 開 花 枝 ，

開 花 し な か っ た も の を 不 開 花 枝 と し ， 各 枝 数 な ら び に

株 幅 を 調 査 し た ． 一 次 側 枝 数 ， 開 花 枝 長 ， 開 花 節 位 ， 最

大 葉 対 長 ，茎 径 ，花 穂 長 の 調 査 は 株 の 中 で 最 も 開 花 が 進

ん で い る 開 花 枝 を 対 象 に 行 っ た ．  

 

結  果  

開 花 は 摘 心 時 期 が 遅 く な る ほ ど 遅 く な り ， 無 摘 心 区

と 6 月 末 摘 心 区 の 間 で 6 9 日 の 差 が あ っ た ． ま た ， 開 花

日 の ば ら つ き は 6 月 末 摘 心 区 に お い て 他 の 区 に 比 較 し
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て 大 き く な っ た ． 摘 心 か ら の 到 花 日 数 は ， 6 月 末 摘 心 区

を 除 い て 摘 心 時 期 が 遅 い 区 ほ ど 少 な く ， 到 花 ま で の 積

算 温 度 も 少 な く な る 傾 向 が 見 ら れ た ． 開 花 終 了 日 は 無

摘 心 区 ， 3 月 末 摘 心 区 ， 4 月 末 摘 心 区 は 1 0 月 下 旬 で あ

っ た が ， 5 月 末 摘 心 区 は 1 1 月 下 旬 で あ り ， 6 月 末 摘 心

区 は 調 査 を 打 ち 切 っ た 1 2 月 2 0 日 ま で に 観 察 さ れ な か

っ た （ 第 3 - 1 表 ）． 出 荷 適 期 日 も 開 花 日 と 同 様 に ， 摘 心

時 期 が 遅 い 区 ほ ど 遅 く な っ た ．開 花 枝 数 は ，摘 心 を 行 う

こ と で 増 加 し ，5 月 末 摘 心 区 が 最 も 多 く ，7 . 4 本 で あ り ，

無 摘 心 区 に 比 較 し て 5 . 7 本 増 加 し た ．無 摘 心 も し く は 5

月 末 ま で に 摘 心 し た 区 は 主 枝 な ら び に 主 枝 よ り 発 生 し

た 新 梢 す べ て に 着 花 し た が ，6 月 末 に 摘 心 し た 区 は 着 花

し な い 枝 が 生 じ た ．1 開 花 枝 当 た り の 一 次 側 枝 は 無 摘 心

区 で 最 も 多 く ， 次 い で 3 ～ 5 月 末 摘 心 区 が 同 等 と な り ，

6 月 末 摘 心 区 で 最 も 少 な く な っ た （ 第 3 - 2 表 ）． 出 荷 適

期 日 の 生 育 に つ い て ， 開 花 枝 長 は 摘 心 時 期 が 遅 く な る

ほ ど 短 く ，開 花 節 位 は 低 く な る 傾 向 に あ っ た ．茎 径 は 摘

心 し た す べ て の 区 で ， 花 穂 長 は 3 月 末 摘 心 区 ， 4 月 末 摘

心 お よ び 6 月 末 摘 心 区 で 無 摘 心 区 に 比 較 し て 小 さ く な

っ た が ， 摘 心 し た 区 で は い ず れ の 区 間 に も 有 意 な 差 は
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見 ら れ な か っ た （ 第 3 - 3 表 ， 第 3 - 1 図 ）．  

 

 

実 験 ２ ． 摘 心 節 位 が 及 ぼ す 影 響  

 

材 料 お よ び 方 法  

ト ウ テ イ ラ ン ‘ N G - 1 ’ を 各 処 理 区 1 2 株 供 試 し た ． 越 冬

株 を 2 0 1 6 年 1 月 2 8 日 に 2 芽 ご と に 株 分 け し ， M e t r o -

M i x  3 5 0 を 充 填 し た 1 2 8 穴 セ ル ト レ イ に 仮 植 し た ．鉢 上

げ は 4 月 4 日 に 前 述 の 培 地 で 9  c m 黒 色 ビ ニ ル ポ ッ ト へ

行 っ た ． 定 植 は 7 月 7 日 に 同 様 の 培 地 で 1 5  c m 白 色 プ

ラ ス チ ッ ク 鉢 へ 行 い ， 実 験 1 同 様 に 雨 除 け な し の 露 地

で 追 肥 は 行 わ ず に 管 理 し た ． 摘 心 は ， 前 述 の 実 験 1 に

お い て 9 月 上 旬 出 荷 に は 5 月 末 の 摘 心 が 適 す る こ と が

判 明 し た こ と か ら ， 6 月 2 日 に 実 施 し た ． 処 理 区 は ， 主

枝 基 部 よ り 1 節 目 の 直 上 で 摘 心 す る 1 節 区 ， 以 下 同 様

に 2 ， 3 ， 4 お よ び 5 節 区 を 設 け た ． 調 査 項 目 は 開 花 終

了 日 を 除 き ， 実 験 1 と 同 様 と し た ． 積 算 温 度 の 算 出 に

つ い て も ， 実 験 1 同 様 に 出 雲 観 測 所 の デ ー タ を 使 用 し

た （ 気 象 庁 ， 2 0 1 6 ）．  



 

32 
 

 

結  果  

開 花 日 は 摘 心 節 位 が 低 く な る ほ ど 遅 く な り ， 最 も 早

か っ た 5 節 区 は 8 月 1 0 日 で 到 花 日 数 は 6 9 日 ， 最 も 遅

か っ た 1 節 区 は 9 月 1 2 日 で 到 花 日 数 は 1 0 3 日 と な り ，

3 4 日 の 差 が あ っ た ． 到 花 ま で の 積 算 温 度 も 摘 心 節 位 が

低 く な る ほ ど 大 き く な っ た（ 第 3 - 4 表 ）．出 荷 適 期 日 は ，

開 花 日 同 様 に 約 1 か 月 の 差 が あ っ た ． 開 花 枝 は ， 摘 心

節 位 が 低 い 1 節 区 に 比 較 し て ， 摘 心 節 位 が 高 い 5 節 区

で 多 く ， 不 開 花 枝 は 逆 に 摘 心 節 位 が 高 い 5 節 区 に 比 較

し て ， 摘 心 節 位 が 低 い 1 節 区 な ら び に 2 節 区 で 多 く な

っ た ． 一 次 側 枝 数 に は い ず れ の 区 に も 有 意 な 差 は 見 ら

れ な か っ た （ 第 3 - 5 表 ）． 生 育 に つ い て ， 株 幅 ， 開 花 枝

長 お よ び 最 大 葉 対 長 は 摘 心 節 位 が 低 い ほ ど 大 き く な っ

た ． 開 花 節 位 も 同 様 の 傾 向 を 示 し ， 1 節 区 の 1 3 . 6 節 に

対 し ， 5 節 区 で は 1 1 . 3 節 と な り ， 1 節 区 と 5 節 区 の 間

に 2 . 3 節 の 差 が 生 じ た ．一 方 ，花 穂 長 は 1 節 区 か ら 4 節

区 で は 1 5 . 2 ～ 1 5 . 6  c m で 差 は な か っ た が ， 5 節 区 で は

1 3 . 2  c m で ， 他 の 区 と 比 較 し て 有 意 に 短 く な っ た （ 第 3 -

6 表 ， 第 3 - 2 図 ）．  
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 第 ３ 章 の 考 察  

 

ト ウ テ イ ラ ン ‘ N G - 1 ’ の 鉢 物 栽 培 に お い て ， 摘 心 時 期

が 遅 い ほ ど 開 花 時 期 も 遅 く な る こ と が 示 さ れ た ． 一 方 ，

摘 心 時 期 が 遅 い 区 ほ ど 到 花 日 数 は 短 く ， 開 花 節 位 は 低

く な る 傾 向 が あ っ た ．  6 月 末 摘 心 区 は 5 月 末 摘 心 区 と

比 較 し て 到 花 日 数 や 開 花 節 位 は 同 等 で あ っ た が ， 到 花

日 数 の ば ら つ き は 大 き く ， ま た ， 開 花 枝 は 減 少 し ， 不 開

花 枝 が 発 生 し た ．多 く の 植 物 は ，あ る 程 度 の 期 間 成 長 し

花 熟 状 態 に な り ， そ の 状 態 で 好 適 条 件 が 揃 う と 花 芽 分

化 に 至 る と 考 え ら れ て い る （ 小 西 ， 1 9 8 2 ）． ト ウ テ イ ラ

ン 同 様 ， 当 年 に 花 芽 分 化 し ， そ の 後 ， 夏 期 に 開 花 す る 花

木 の 一 歳 サ ル ス ベ リ で は ， 7 月 末 に 切 り 返 し た 場 合 は 8

月 中 旬 に 開 花 す る が ，8 月 上 旬 に 切 り 返 し た 場 合 は 著 し

く 開 花 率 が 低 下 し ，8 月 下 旬 に 切 り 返 し た 場 合 は 自 然 条

件 下 で は 開 花 し な い ．ま た ，短 日 条 件 下 で は 暗 期 中 断 を

行 わ な い と 開 花 せ ず ， 開 花 に 日 長 の 影 響 が 示 唆 さ れ て

い る ． 加 え て ， 開 花 に は 温 度 も 影 響 し ， 2 5 ℃ で は 開 花 す

る が ， 1 5 ℃ お よ び 2 0 ℃ で は 開 花 に 至 ら な い こ と が 知 ら
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れ て い る （ 五 井 ・ 田 中 ， 1 9 7 6 ）． ト ウ テ イ ラ ン に お い て

も 摘 心 時 期 に よ っ て ， 開 花 枝 長 や 開 花 節 位 の 変 動 や 不

開 花 枝 が 発 生 し た こ と か ら ， 花 芽 分 化 に は 植 物 体 の 成

長 に よ る 花 熟 に 加 え て 日 長 や 温 度 な ど の 環 境 条 件 の 影

響 が あ る と 考 え ら れ た ．   

開 花 節 位 や 到 花 日 数 は 摘 心 節 位 に よ っ て も 変 動 し ，

摘 心 節 位 が 高 い 区 ほ ど 開 花 時 期 は 早 く な っ た ．ま た ，到

花 日 数 は 摘 心 節 位 が 高 い 区 ほ ど 少 な く ， 到 花 ま で の 積

算 温 度 は 少 な く ，開 花 節 位 は 低 く な る 傾 向 が あ っ た ．同

様 の 傾 向 は キ ン ギ ョ ソ ウ に お い て も 知 ら れ て お り ， 高

節 位 で の 摘 心 が 低 節 位 で の 摘 心 に 比 較 し て 早 期 に 開 花

す る こ と は ， 栄 養 成 長 か ら 生 殖 成 長 へ の 移 行 が 早 期 に

起 こ る こ と が 一 つ の 要 因 と 考 え ら れ て い る （ 稲 葉 ら ，

2 0 1 0 ）． ま た ， 軸 性 成 長 す る 植 物 は 軸 の 基 部 か ら 頂 部 に

向 か っ て 成 熟 度 が 異 な り ， 上 部 の 組 織 ほ ど 成 熟 度 が 進

ん だ 分 化 組 織 か ら 分 化 し た も の で あ る （ 小 西 ， 1 9 8 2 ）．

ト ウ テ イ ラ ン に お い て ， 摘 心 節 位 に よ っ て 開 花 節 位 と

開 花 枝 長 が 変 動 し た こ と は ， 摘 心 に よ り 残 っ た 部 位 の

成 熟 度 が 異 な り ， 摘 心 後 に 伸 長 し た 枝 が 花 熟 に 要 す る

生 育 量 ま で 成 長 す る 期 間 が 摘 心 節 位 に よ り 異 な る た め
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で あ る と 考 え ら れ た ．  

一 般 的 な 開 花 調 節 の 方 法 と し て は ， 日 長 や 温 度 な ど

の 環 境 制 御 ， 薬 剤 処 理 （ 小 西 ら ， 1 9 8 8 ） お よ び 摘 心 処 理

に よ る 抑 制 （ 西 村 ら ， 2 0 0 7 ） な ど が あ る ． し か し ，  環

境 制 御 は 設 備 導 入 コ ス ト や そ の ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 点

か ら ， 薬 剤 処 理 は 農 薬 登 録 の 点 か ら ，  技 術 導 入 に は 障

壁 が あ る ． 一 方 ，  ト ウ テ イ ラ ン の 開 花 調 節 は ，  環 境 制

御 や 薬 剤 処 理 に 依 ら ず ，  摘 心 時 期 な ら び に 摘 心 位 置 の

調 整 で 開 花 調 節 で き る こ と が 明 ら か と な っ た ． 近 年 ，  

化 石 燃 料 の 高 騰 に よ る 環 境 制 御 コ ス ト が 上 昇 し て い る

こ と ， ま た ，  薬 剤 処 理 に よ る 環 境 負 荷 へ の 注 目 が 増 し

て い る こ と を 考 え れ ば ，  ト ウ テ イ ラ ン は 鉢 物 生 産 導 入

し や す い 品 目 で あ る と 言 え よ う ．  

ト ウ テ イ ラ ン 鉢 物 の 利 用 に つ い て ，‘ N G - 1 ’ を 用 い た

今 回 の 結 果 か ら ， 夏 秋 期 の 物 日 で あ る 敬 老 の 日 出 荷 を

目 標 と す る 場 合 ，5 月 末 か ら 6 月 上 旬 に 基 部 か ら 2 あ る

い は 3 節 上 で 摘 心 す る こ と で 9 月 上 旬 に 出 荷 で き る こ

と が 示 さ れ た ．ま た ，摘 心 に よ り 観 賞 対 象 と な る 部 位 で

あ る 開 花 枝 数 が 増 加 し た こ と か ら ， 適 期 出 荷 と 観 賞 性

の 向 上 が 両 立 で き る こ と が 示 さ れ た ． 観 賞 期 間 に つ い
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て も ， 5 月 末 に 摘 心 し た 区 で は 無 摘 心 の 区 や 3 月 ， 4 月

に 摘 心 し た 区 よ り 開 花 終 了 日 が 約 3 0 日 遅 く ， 消 費 者 の

手 元 で 長 期 間 に わ た り 観 賞 で き る こ と が 示 唆 さ れ て お

り ， 商 品 性 も 高 い と 考 え ら れ た ．   

以 上 よ り ， ト ウ テ イ ラ ン の 鉢 物 生 産 に お け る 摘 心 時

期 な ら び に 摘 心 節 位 に つ い て ， 鉢 物 用 ‘ N G - 1 ’ を 用 い て

検 討 を 行 っ た 結 果 ， 摘 心 時 期 ， 摘 心 節 位 を 変 化 さ せ る

こ と に よ り 開 花 時 期 や 生 育 の 制 御 が 可 能 で あ る こ と ，

5 月 末 か ら 6 月 上 旬 に 基 部 か ら 2 ～ 3 節 の 直 上 で 摘 心 す

る こ と で 敬 老 の 日 需 要 に 対 応 し た 9 月 上 旬 出 荷 が 可 能

で あ る こ と が 示 さ れ た ． ま た ， 摘 心 節 位 や 摘 心 時 期 に

よ っ て 到 花 日 数 ， 開 花 枝 長 お よ び 開 花 節 位 が 変 動 し た

こ と か ら ， 花 芽 分 化 に は 生 育 量 以 外 に 温 度 や 日 長 な ど

の 要 因 が 関 与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た ．  
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  第３－１表 摘心時期がトウテイランの開花時期に及ぼす影響 

無摘心 7月30日 ± 3.3 dw 170.9 a 2692 a 10月24日 ± 30.4 a

3月末摘心 8月7日 ± 3.1 d 129.9 b 2540 ab 10月27日 ± 23.3 a
4月末摘心 8月19日 ± 3.9 c 111.5 c 2453 bc 10月22日 ± 14.2 a
5月末摘心 8月31日 ± 3.5 b 92.5 d 2176 d 11月23日 ± 18.8 b

6月末摘心 10月7日 ± 17.3 a 99.8 d 2296 cd

処理区 開花日
z 到花日数

y
到花までの積算温度

x

開花終了日
（日） （℃日）

v
調査終了時（12月20日）まで開花終了せず

-v

z
開花日，開花終了日は，平均値±標準偏差を示す

w
同一列の同一文字間にTukeyのHSD検定で5％水準の有意差なし

y
無摘心区は株分け日（2月10日）からの，その他の区は摘心日からの到花日数を示す

x
無摘心区は株分け日（2月10日）からの，その他の区は摘心日からの積算温度を示す



 

38 
 

 

  

第３－２表 摘心時期がトウテイランの出荷期および開花枝，不開花枝，一次側枝の 
発生に及ぼす影響 

無摘心 8月3日 ± 3.7 e
x

1.7 d 0 b 13.9 a
3月末摘心 8月12日 ± 4.3 d 4.6 bc 0 b 8.0 b
4月末摘心 8月25日 ± 4.9 c 5.4 b 0 b 8.3 b
5月末摘心 9月5日 ± 4.0 b 7.4 a 0 b 5.7 b
6月末摘心 10月12日 ± 14.4 a 3.7 c a 1.0 c

y
開花枝1本当たりの一次側枝数

x
同一列の同一文字間にTukeyのHSD検定で5％水準の有意差なし

処理区
開花枝数 不開花枝数 一次側枝数

y

（本／株） （本／株） （本）

z
株の中で最も開花の早い花穂の開花部位が1 cmとなった日の

 平均値±標準偏差を示す

　出荷適期日
z

2.5
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  第３－３表 摘心時期が出荷適期のトウテイランの出荷期の生育に及ぼす影響 

無摘心 32.2 bc
x

24.5 a 19.9 a 19.4 a 3.5 a 15.4 a
3月末摘心 35.3 a 20.5 b 16.8 bc 19.0 a 3.0 b 13.9 b
4月末摘心 33.0 ab 19.4 bc 17.7 b 20.2 a 3.1 b 13.7 b
5月末摘心 34.8 ab 18.4 c 15.3 c 21.0 a 3.1 b 14.2 ab
6月末摘心 29.2 c 15.7 d 15.4 c 18.3 a 2.9 b 13.9 b

処理区
株幅 開花枝長

z
最大葉対長 茎径 花穂長

（cm） （cm） （cm）

開花節位
y

（節）

y
無摘心区は主枝基部から，各摘心区は摘心後に伸長した新梢基部からの節位

x
同一列の同一文字間にTukeyのHSD検定で5％水準の有意差なし

z
無摘心区は主枝基部から，各摘心区は摘心後に伸長した新梢基部からの枝長

（mm） （cm）
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  第３－４表 摘心節位がトウテイランの開花時期に及ぼす影響 

1節 9月12日 ± 7.5 a
w 102.9 a 2515 a

2節 9月1日 ± 6.1 b 91.2 b 2243 b
3節 8月26日 ± 6.0 b 85.2 b 2091 b
4節 8月19日 ± 2.9 c 78.0 c 1902 c
5節 8月10日 ± 4.5 d 69.1 d 1659 d

w
同一列の同一文字間にTukeyのHSD検定で5％水準の有意差なし

z
開花日は平均値±標準偏差を示す

y
摘心日（6月2日）からの到花日数を示す

処理区 　　開花日
z 到花日数

y
到花までの積算温度

x

（日） （℃日）

x
摘心日（6月2日）からの積算温度を示す
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  第３－５表 摘心節位がトウテイランの出荷期および開花枝，不開花枝，一次側枝の発生 
に及ぼす影響 

1節 9月18日 ± 7.0 a
x

4.6 b
x

3.4 a 4.5 a
2節 9月9日 ± 8.7 b 5.2 ab 2.0 a 4.1 a
3節 9月1日 ± 6.4 c 5.6 ab 1.3 ab 5.5 a
4節 8月24日 ± 4.0 d 6.2 ab 1.5 ab 5.0 a
5節 8月14日 ± 3.2 e 6.6 a 0.3 b 4.5 a

y
開花枝1本当たりの一次側枝数

x
同一列の同一文字間にTukeyのHSD検定で5％水準の有意差なし

z
株の中で最も開花の早い花穂の開花部位が1 cmとなった日の平均値±標準偏差を示す

処理区
開花枝数 不開花枝数 一次側枝数

y

（本／株） （本／株） （本）
　出荷適期日

z
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第３－６表 摘心節位が出荷適期のトウテイランの出荷期の生育に及ぼす影響 

1節 31.5 a
x

16.7 a 13.6 a 17.9 a 2.9 abc 15.2 a
2節 31.8 a 14.3 b 12.2 bc 16.5 ab 3.1 a 15.4 a
3節 30.6 ab 14.3 b 12.6 ab 15.4 b 3.0 ab 15.6 a
4節 29.5 ab 12.8 bc 12.3 bc 13.6 c 2.8 bc 15.2 a
5節 28.5 b 11.6 c 11.3 c 12.2 c 2.7 c 13.2 b

x
同一列の同一文字間にTukeyのHSD検定で5％水準の有意差なし

y
摘心後に伸長した新梢基部からの節位

z
摘心後に伸長した新梢基部からの枝長

（cm） （cm）
処理区

株幅 開花枝長
z

開花節位
y

最大葉対長 茎径 花穂長

（節） （cm） （mm） （cm）
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第３－１図 摘心時期が開花期のトウテイラン‘NG-1’の生育に及ぼす影響 

各図の撮影日は，無摘心区は 7 月 30 日，3 月末摘心区は 8 月 9 日， 

4 月末摘心区は 8 月 18 日，5 月末摘心区は 9 月 2 日，6 月末摘心区は 

9 月 29 日 

無摘心  3 月末摘心  

4 月末摘心  5 月末摘心  

6 月末摘心  
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第３－２図 摘心節位が開花期のトウテイラン‘NG-1’の生育に及ぼす影響 

各区の撮影日は，1 節区は 9 月 8 日，3 月末摘心区は 8 月 30 日， 

3 節区は 8 月 22 日，4 節区は 8 月 16 日，5 節区は 8 月 10 日 

1 節  2 節  

3 節  4 節  

5 節  
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第 ４ 章  ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の  

種 間 雑 種 の 育 成 と そ の 形 質  

 

新 規 品 目 の 園 芸 化 を 進 め る 上 で ， そ の 園 芸 的 な 価 値

を 高 め る た め に は 新 品 種 の 育 成 は 重 要 な 課 題 で あ る ．

ト ウ テ イ ラ ン を は じ め と し て ， 県 内 に 自 生 す る ク ワ ガ

タ ソ ウ 属 に お い て も ，そ の 園 芸 化 を 進 め る た め ，ま た ，

そ の 利 活 用 を 通 じ た 自 生 地 保 護 活 動 推 進 の た め ， 園 芸

的 な 観 賞 価 値 の 高 い 品 種 の 育 成 に 取 り 組 む 必 要 が あ る

と 考 え ら れ る ．  

本 章 で は ， 島 根 県 に 自 生 す る ク ワ ガ タ ソ ウ 属 を 活 用

し ， 高 い 観 賞 性 を 有 す る 地 域 特 産 花 き 品 目 を 創 出 す べ

く ，シ ル バ ー リ ー フ が 美 し い ト ウ テ イ ラ ン と ，島 根 県 固

有 の サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 交 雑 し た ． 得 ら れ た 実 生 個 体

に つ い て ， 雑 種 検 定 に よ り 2 種 間 の 交 雑 親 和 性 を 確 認

し ， 種 間 交 雑 種 子 の 獲 得 効 率 お よ び そ の 実 生 個 体 の 観

賞 性 に 関 連 す る 形 質 に つ い て 評 価 し た（ 加 古 ら ，2 0 2 1 ）． 
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実 験 １ ． 交 雑 親 和 性 と 雑 種 検 定  

 

材 料 お よ び 方 法  

2 種 間 の 交 雑 親 和 性 を 調 査 す る た め ，試 験 交 雑 と 雑 種

検 定 を 行 っ た ． 2 0 1 4 年 7 ～ 9 月 に ， ト ウ テ イ ラ ン 3 系 統

と サ ン イ ン ト ラ ノ オ 1 系 統 を 用 い ， 正 逆 交 雑 を 含 む 3

組 み 合 わ せ の 交 雑 を 行 っ た ． 得 ら れ た 種 子 を 2 0 1 5 年 2

月 に 播 種 し ， 生 育 し た 実 生 1 2 0 個 体 を 島 根 大 学 内 圃 場

（ 島 根 県 松 江 市 ） に 定 植 し た ．  

雑 種 性 は ， 交 配 親 の バ ン ド の 遺 伝 性 を S e q u e n c e -

r e l a t e d  a m p l i f i e d  p o l y m o r p h i s m  ( S R A P )  法（ L i・ Q u i r o s ，

2 0 0 1 ）に よ り 検 出 す る こ と で 判 定 し た ．各 交 配 組 み 合 わ

せ か ら 得 ら れ た 実 生 に は ， 形 態 的 特 徴 か ら 種 間 雑 種 と

推 定 さ れ る 個 体 と 種 子 親 の 自 殖 と 推 定 さ れ る 個 体 が み

ら れ た た め ， 種 間 雑 種 と 推 定 さ れ る 4 ～ 1 1 個 体 に つ い

て ， 改 変 C T A B 法 （ K o b a y a s h i ら ， 1 9 9 8 ） を 用 い て 葉 か

ら 全 D N A を 抽 出 し ， 1 0  n g ・ μ L - 1 に 濃 度 調 整 し た ． P C R

反 応 は ，最 初 に 9 4 ℃ で 3 分 の 熱 変 性 を 行 っ た 後 ， 9 4 ℃ 3 0

秒 の 熱 変 性 ， 3 7 ℃ 3 0 秒 の ア ニ ー リ ン グ ， 7 2 ℃ 9 0 秒 の 伸

長 反 応 を 8 サ イ ク ル 行 い ， そ の 後 9 4 ℃ 3 0 秒 の 熱 変 性 ，
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5 6 ℃ 3 0 秒 の ア ニ ー リ ン グ ， 7 2 ℃ 9 0 秒 の 伸 長 反 応 を 3 5 サ

イ ク ル 行 っ た ． P C R 反 応 液 の 組 成 は D N A  1 0  n g ， 1 0 × P C R  

B u f f e r  f o r  E x  T a q  （ タ カ ラ バ イ オ （ 株 ）） 1  μ L ， E x  T a q

（ 5  U・ μ L - 1 ）  0 . 0 5  μ L ，各 プ ラ イ マ ー（ 1 0  μ M ）  0 . 2  μ L ，

2  m M  d N T P s  0 . 8  μ L と し た ． 得 ら れ た 増 幅 産 物 に つ い

て ， 2 ％ の ア ガ ロ ー ス ゲ ル を 使 用 し ， T B E バ ッ フ ァ ー 中

で 1 0 0  V  1 時 間 の 電 気 泳 動 を 行 っ た ． 泳 動 終 了 後 ， エ チ

ジ ウ ム ブ ロ マ イ ド 染 色 を 行 い ， U V 照 射 下 で 増 幅 バ ン ド

を 検 出 し た ． プ ラ イ マ ー は H a n ら （ 2 0 0 8 ） が 設 計 し た

も の か ら ， 4 組 み 合 わ せ に つ い て P C R を 試 行 し ， 明 瞭

な バ ン ド が 得 ら れ た プ ラ イ マ ー M e 5 （ f o r w a r d ; 5 ' -

T G A G T C C A A A C C G G A A G - 3 ' ） ， E m 1 0 （ r e v e r s e ; 5 ' -

G A C T G C G T A C G A A T T C A G - 3 ' ）の 組 み 合 わ せ を 用 い ，両 親

由 来 の バ ン ド を 受 け つ い で い る も の を 雑 種 個 体 と 判 定

し た ．  

 

結  果  

ト ウ テ イ ラ ン ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ お よ び そ の 種 間 交

雑 実 生 個 体 に お け る P C R 産 物 の 電 気 泳 動 の 結 果 を 第 4 -

1 図 に 示 し た ．  
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ト ウ テ イ ラ ン 3 個 体 に 共 通 し た ， 約 1 2 5 0  b p ， 1 0 0 0  b p

お よ び 8 0 0  b p の バ ン ド が 検 出 さ れ た ． 一 方 ， サ ン イ ン

ト ラ ノ オ で は ， い ず れ の ト ウ テ イ ラ ン で も 検 出 さ れ な

い 約 1 0 5 0  b p ， 7 0 0  b p ， 2 0 0  b p の バ ン ド が 検 出 さ れ た ． 

ト ウ テ イ ラ ン A と サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 交 配 し て 得 ら

れ た 実 生 お よ び ト ウ テ イ ラ ン B と サ ン イ ン ト ラ ノ オ を

交 雑 し て 得 ら れ た 実 生 で は ， ト ウ テ イ ラ ン か ら 1 2 5 0  

b p  ， 1 0 0 0  b p お よ び 8 0 0  b p の バ ン ド を ， サ ン イ ン ト ラ

ノ オ か ら 2 0 0  b p の バ ン ド を 受 け つ い で い た ． 一 方 ， ト

ウ テ イ ラ ン C と サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 交 雑 し た 2 つ の 個

体 で は ， ト ウ テ イ ラ ン か ら 1 2 5 0  b p  ， 1 0 0 0  b p お よ び

8 0 0  b p の バ ン ド を ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ か ら 7 0 0  b p の バ

ン ド を 受 け つ い で お り ， 種 間 雑 種 で あ る こ と が 示 さ れ ，

2 種 間 に 交 雑 親 和 性 を 有 す る こ と が 確 認 さ れ た ．  

 

 

実 験 ２ ． 交 雑 種 子 の 形 成 能 力 な ら び に 発 芽 率  

 

材 料 お よ び 方 法  

交 雑 試 験 は 2 0 1 5 年 7 ～ 9 月 に 網 室 内 に お い て ， 種 子
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親 を 除 雄 の 上 で 行 っ た ．種 間 交 雑 は ，ト ウ テ イ ラ ン 3 系

統 と サ ン イ ン ト ラ ノ オ 3 系 統 を 用 い ， 正 逆 含 め 1 0 組 み

合 わ せ の 交 雑 を 行 っ た ．種 内 交 雑 は ，ト ウ テ イ ラ ン 6 個

体 を 用 い ， 正 逆 お よ び 自 家 交 配 を 含 め 1 6 組 み 合 わ せ ，

サ ン イ ン ト ラ ノ オ 3 個 体 を 用 い ， 自 家 交 配 を 含 め 3 組

み 合 わ せ の 交 雑 を 行 っ た （ 第 4 - 1 表 ）． 種 子 の 獲 得 効 率

は ，1 組 み 合 わ せ 当 た り の 結 果 数 お よ び １ 蒴 果 当 た り の

正 常 種 子 数 を ， 各 組 み 合 わ せ 5 果 に つ い て 計 測 し た ．

得 ら れ た 種 子 は ， 種 子 が 1 0 0 粒 以 上 得 ら れ た 組 み 合 わ

せ で は 5 0 粒 を 2 反 復 ， 1 0 0 粒 未 満 の 場 合 は 全 量 を 2 等

分 し ， 2 0 1 6 年 1 月 に ， M e t r o - M i x  3 5 0 （ S u n  G r o  

H o r t i c u l t u r e 社 ） を 充 填 し た ポ ッ ト に 播 種 し ， 1 2 ℃ 加 温

し た 温 室 で 管 理 し た ． 播 種 1 5 日 後 に 発 芽 数 を 調 査 し ，

発 芽 率 を 求 め た ．  

 

結  果  

ト ウ テ イ ラ ン お よ び サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 用 い た 種 内

お よ び 種 間 交 雑 に よ る 種 子 の 獲 得 数 お よ び 発 芽 率 に 関

す る 結 果 を 第 4 - 1 表 に ， 種 ご と に ま と め た 平 均 値 を 第

4 - 2 表 に 示 し た ．  
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ト ウ テ イ ラ ン 種 内 の 交 雑 で は ， 結 果 率 は 低 い も の で

3 3 . 3 ％ ， 高 い も の で 1 0 0 ％ ， 平 均 7 5 . 1 ％ で あ っ た ． 1 果

当 た り の 種 子 数 は 少 な い も の で 1 6 . 2 粒 ， 多 い も の で

4 0 . 7 粒 ， 平 均 2 7 . 1 粒 で あ っ た ． 発 芽 率 は 低 い も の で

3 5 . 0 ％ ， 高 い も の で 1 0 0 . 0 ％ ， 平 均 8 5 . 5 ％ で あ っ た ． な

お ，ト ウ テ イ ラ ン は ，他 家 受 粉 ，自 家 受 粉 と も に 結 果 し ，

発 芽 能 力 の あ る 種 子 が 得 ら れ た ．  

サ ン イ ン ト ラ ノ オ 種 内 の 交 雑 で は ， 結 果 率 は 低 い も

の で 3 8 . 9 ％ ，高 い も の で 5 7 . 1 ％ ，平 均 5 0 . 5 ％ で あ っ た ．

1 果 当 た り の 種 子 数 は 少 な い も の で 4 . 4 粒 ，多 い も の で

7 . 2 粒 ，平 均 6 . 0 粒 で あ っ た ．発 芽 率 は 低 い も の で 3 6 . 0 ％ ，

高 い も の で 7 6 . 0 ％ ， 平 均 5 2 . 6 ％ で あ っ た ． サ ン イ ン ト

ラ ノ オ も ト ウ テ イ ラ ン 同 様 に 他 家 受 粉 ， 自 家 受 粉 と も

に 種 子 が 得 ら れ ， 発 芽 し た ．  

ト ウ テ イ ラ ン を 種 子 親 ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 花 粉 親

に し た 交 雑 で は ， 結 果 率 は 低 い も の で 3 9 . 9 ％ ， 高 い も

の で 9 4 . 4 ％ ， 平 均 6 5 . 2 ％ で あ っ た ． 1 果 当 た り の 種 子

数 は 少 な い も の で 0 . 2 粒 ， 多 い も の で 1 . 4 粒 ， 平 均 0 . 7

粒 で あ り ，交 雑 後 に 結 果 し た も の の ，正 常 種 子 が 形 成 さ

れ な い 蒴 果 が 多 数 み ら れ た ． 発 芽 率 は 低 い も の で
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5 7 . 9 ％ ， 高 い も の で 9 7 . 5 ％ ， 平 均 7 8 . 3 ％ で あ っ た ． 一

方 ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 種 子 親 ，ト ウ テ イ ラ ン を 花 粉 親

に し た 交 雑 で は ，交 雑 後 に 子 房 が 成 長 せ ず ，結 果 し な か

っ た ．  

結 果 率 は ト ウ テ イ ラ ン 種 内 の 交 雑 お よ び ト ウ テ イ ラ

ン に サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 交 雑 し た 組 み 合 わ せ に 対 し ，

サ ン イ ン ト ラ ノ オ に ト ウ テ イ ラ ン を 交 雑 し た 組 み 合 わ

せ で 有 意 に 低 く な っ た ． ま た ， 1 果 当 た り の 正 常 種 子 数

は ， ト ウ テ イ ラ ン 種 内 の 交 雑 が 他 の 組 み 合 わ せ に 対 し

て 有 意 に 高 く な っ た ． 発 芽 率 は ト ウ テ イ ラ ン 種 内 の 交

雑 に 対 し ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ 種 内 の 交 雑 で 有 意 に 低 く

な っ た ．  

 

 

実 験 ３ ． 雑 種 個 体 の 特 性 調 査  

 

材 料 お よ び 方 法  

交 雑 種 子 の 形 成 能 力 な ら び に 発 芽 率 の 実 験 で 得 ら れ

た 交 雑 実 生 を 3 月 に 2 0 0 穴 プ ラ グ ト レ イ に M e t r o - M i x  

3 5 0 を 用 い て 仮 植 し た ． 4 月 に ， 真 砂 土 と P R O - M I X  B X
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（ P r e m i e r  T e c h  H o r t i c u l t u r e 社 ） を 1 対 1 で 混 和 し ， 基

肥 と し て ロ ン グ ト ー タ ル 3 9 1 - 7 0 （ ジ ェ イ カ ム ア グ リ

（ 株 ）） を 4  g ・ L - 1 混 和 し た 混 合 用 土 を 用 い て  9  c m 黒

色 ビ ニ ル ポ ッ ト へ 定 植 し た ．同 時 に ，交 雑 親 に 用 い た ト

ウ テ イ ラ ン お よ び サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 株 分 け 苗 も 同 様

に 定 植 し た ． 生 育 し た 1 2 交 雑 組 み 合 わ せ 9 2 個 体 の 交

雑 実 生 ， ト ウ テ イ ラ ン の 交 雑 に 用 い た も の の う ち 3 系

統 各 4 個 体 ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ 3 系 統 各 4 個 体 の 株 分

け 苗 を ， 5 月 に 1 5  c m 硬 質 黒 色 ポ リ ポ ッ ト に 同 様 の 混 合

用 土 で 鉢 替 え し ，島 根 県 農 業 技 術 セ ン タ ー（ 島 根 県 出 雲

市 ） 内 の 露 地 棚 で 栽 培 し た も の を 形 態 調 査 に 用 い た ．  

特 性 調 査 の う ち ，開 花 期 に 関 す る 項 目 は ，各 個 体 に お

け る 第 1 花 の 開 花 日 ， 株 全 体 の 開 花 終 了 日 ， 開 花 日 か

ら 開 花 終 了 日 ま で の 日 数 （ 開 花 期 間 ） と し た ． 形 質 調 査

は ， 2 0 1 7 年 の 9 月 4 日 お よ び 5 日 に 実 施 し た ． 農 林 水

産 植 物 種 類 別 審 査 基 準 の ベ ロ ニ カ 属 特 性 審 査 基 準 （ 農

林 水 産 省 ， 1 9 9 8 ） に 基 づ く 形 態 ・ 生 態 学 的 特 性 を 一 部 改

変 し た 2 3 項 目 と し た ． す な わ ち ， 草 型 ， 主 茎 数 ， 茎 の

毛 量 ， 葉 の 向 軸 面 お よ び 背 軸 面 の 毛 量 ， 小 花 の 形 状 ， 花

弁 の 形 状 ， 花 弁 先 端 の 形 状 お よ び が く 片 の 形 状 は 1 個
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体 当 た り 1 か 所 ， 主 茎 長 ， 主 茎 径 ， 一 次 側 枝 数 ， 葉 長 ，

葉 幅 ， 花 序 長 ， 花 序 径 ， 開 花 部 位 長 （ 同 一 日 に 花 序 内 で

開 花 し て い る 部 位 の 長 さ ）， 雌 ず い 長 ， 小 花 径 ， が く 片

長 ， 小 花 柄 長 お よ び 小 花 密 度 （ 開 花 部 位 1  c m 当 た り の

小 花 数 ） は 1 個 体 当 た り そ れ ぞ れ 3 か 所 測 定 し ， そ の

平 均 値 を 用 い た ．得 ら れ た デ ー タ の う ち ，観 賞 性 に 重 要

と 考 え ら れ る 1 1 項 目 （ 第 4 - 6 表 ） に つ い て ， エ ク セ ル

統 計 3 . 2 0 （（ 株 ） 社 会 情 報 サ ー ビ ス ） を 用 い て 主 成 分 分

析 を 行 っ た ．  

 

結  果  

ト ウ テ イ ラ ン ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ お よ び 雑 種 個 体 の

外 観 を 第 4 - 2 図 ，ト ウ テ イ ラ ン ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ お よ

び 雑 種 個 体 の 開 花 期 を 第 4 - 3 表 ，形 態 的 特 徴 を 第 4 - 4 表

お よ び 第 4 - 5 表 に 示 し た ．ま た ，形 態 形 質 の デ ー タ を 用

い て 主 成 分 分 析 を 行 っ た 際 の 固 有 値 ， 寄 与 率 お よ び 固

有 ベ ク ト ル を 第 4 - 6 表 に ，主 成 分 得 点 散 布 図 を 第 4 - 3 図

に 示 し た ．  

開 花 期 に つ い て ，種 間 雑 種 が 最 も 早 く か ら 開 花 し ，サ

ン イ ン ト ラ ノ オ と 同 等 で あ り ， ト ウ テ イ ラ ン に 比 較 し
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て 有 意 に 早 か っ た ． 開 花 終 了 は サ ン イ ン ト ラ ノ オ が 最

も 早 く ，次 い で 種 間 雑 種 で あ り ，ト ウ テ イ ラ ン が 最 も 遅

く ま で 開 花 し た ． 一 方 ， 開 花 期 間 は ， 種 間 雑 種 は 長 期 に

わ た っ て 開 花 し ， ト ウ テ イ ラ ン お よ び サ ン イ ン ト ラ ノ

オ に 比 較 し て 有 意 に 長 か っ た ．  

草 姿 に 関 し て ，草 型 は ト ウ テ イ ラ ン は 直 立 ，サ ン イ ン

ト ラ ノ オ は 平 状 で あ り ， 種 間 雑 種 は 中 間 的 な 個 体 が 多

か っ た ． 主 茎 径 ， 茎 の 毛 量 ， 葉 長 ， 葉 幅 ， 葉 の 向 軸 面 お

よ び 背 軸 面 の 毛 量 に つ い て ， 種 間 雑 種 は 有 意 に 両 親 の

中 間 的 な 値 を 示 し た ．一 方 ，種 間 雑 種 の 一 次 側 枝 数 は サ

ン イ ン ト ラ ノ オ に 比 較 し て 有 意 に 少 な く ， ト ウ テ イ ラ

ン と 同 等 で あ っ た ．   

花 器 の 形 質 に 関 し て ， 花 序 長 は 種 間 雑 種 で 最 も 長 く ，

サ ン イ ン ト ラ ノ オ よ り 有 意 に 長 か っ た ． 小 花 密 度 も 同

様 の 傾 向 を 示 し た ． 花 序 径 は ト ウ テ イ ラ ン で 最 も 大 き

く ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ ，種 間 雑 種 よ り 有 意 に 大 き か っ た ．

雌 ず い 長 は ト ウ テ イ ラ ン お よ び 種 間 雑 種 が ， サ ン イ ン

ト ラ ノ オ よ り 有 意 に 長 か っ た ． 小 花 の 形 状 は ト ウ テ イ

ラ ン は 平 型 ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ は 椀 型 を 示 し ，種 間 雑 種

は 中 間 的 で あ っ た ． が く 片 長 は ト ウ テ イ ラ ン が サ ン イ
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ン ト ラ ノ オ お よ び 種 間 雑 種 よ り 有 意 に 長 か っ た が ， が

く 片 の 形 状 は ト ウ テ イ ラ ン お よ び 種 間 雑 種 が 長 楕 円 で

あ っ た の に 対 し ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ は 線 形 で ，有 意 に 異

な っ た ．一 方 ，小 花 柄 長 は ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ

ノ オ が 同 等 で あ っ た が ， 種 間 雑 種 は 有 意 に 短 か っ た ．   

主 成 分 分 析 の 結 果 に つ い て ， 固 有 値 が 1 を 越 え る 主

成 分 が 4 成 分 得 ら れ た ． そ の う ち 上 位 2 つ の 主 成 分 に

つ い て み る と ， 第 1 主 成 分 は 全 デ ー タ の 分 散 の 3 6 . 8 ％

を 説 明 し て お り ，そ の 固 有 ベ ク ト ル の う ち 葉 長 ，葉 幅 ，

葉 の 向 軸 面 の 毛 量 ， 花 序 径 お よ び 開 花 部 位 長 は 正 の 方

向 に 0 . 2 5 ～ 0 . 4 6 の 値 を 示 し ，草 型 は 負 の 方 向 に - 0 . 3 5 の

値 を 示 し た ． 第 2 主 成 分 は 全 デ ー タ の 分 散 の 1 5 . 6 ％ を

説 明 し て お り ，そ の 固 有 ベ ク ト ル の う ち 草 型 ，主 茎 長 お

よ び 花 序 長 は 正 の 方 向 に 0 . 2 8 ～ 0 . 6 5 の 値 を 示 し ， 主 茎

数 お よ び 葉 の 向 軸 面 の 毛 量 は 負 の 方 向 に - 0 . 3 7 と - 0 . 4 2

の 値 を 示 し た ． 第 1 主 成 分 お よ び 第 2 主 成 分 の 主 成 分

得 点 を 用 い た 散 布 図 ( 第 4 - 3 図 ) で は ，ト ウ テ イ ラ ン は す

べ て の 個 体 が 第 4 象 限 に ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ は 第 2 お

よ び 第 3 象 限 に プ ロ ッ ト さ れ た ． 種 間 雑 種 は ， 第 1 主

成 分 は ト ウ テ イ ラ ン お よ び サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 中 間 に
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分 布 し た が ， 第 2 主 成 分 は 交 配 親 よ り も 大 き な 値 と な

る 個 体 が 多 数 あ り ， す べ て の 象 限 に プ ロ ッ ト さ れ た ．  

 

 

第 ４ 章 の 考 察  

 

交 雑 親 和 性 と 種 子 生 産 能 力  

島 根 県 内 に 自 生 す る 2 種 の 絶 滅 危 惧 植 物 ， ト ウ テ イ

ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 遺 伝 資 源 と し て の 活 用 と 保

全 を 目 的 に ，種 間 交 雑 を 行 い ，雑 種 検 定 に よ り 交 雑 親 和

性 を 評 価 し ， 交 雑 種 子 の 獲 得 効 率 な ら び に 種 間 雑 種 実

生 の 特 性 評 価 を 行 っ た ．  

本 研 究 の 結 果 ， ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ を

交 雑 す る と ，1 果 当 た り の 種 子 形 成 数 は 種 内 交 雑 よ り 著

し く 少 な い も の の ， 通 常 の 交 雑 で 発 芽 可 能 な 種 子 が 獲

得 で き ， 生 育 ， 開 花 す る こ と が 示 さ れ た ． ま た ， 得 ら れ

た 実 生 は ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 雑 種 で あ

る こ と が 確 認 さ れ ，両 種 は 交 雑 親 和 性 を 有 し ，種 間 雑 種

の 育 成 が 可 能 で あ っ た ． な お ， 本 研 究 に お い て S R A P 法

に よ り 検 出 し た バ ン ド の う ち ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ に 由
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来 す る 7 0 0  b p な ら び に 2 0 0  b p の バ ン ド は 種 間 雑 種 個

体 に よ っ て 遺 伝 性 が 異 な っ て お り ， こ れ ら の バ ン ド は

交 雑 親 の サ ン イ ン ト ラ ノ オ が ヘ テ ロ で 有 し て い る 配 列

に 由 来 す る と 考 え ら れ た .  

ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 交 雑 に お い て ，

実 生 が 得 ら れ た の は ト ウ テ イ ラ ン を 種 子 親 に し た と き

の み で あ っ た ． こ の こ と か ら ， 2 種 間 に は ， ア ジ サ イ 属

（ 工 藤 ・ 新 見 ， 1 9 9 9 ； 巣 山 ら ， 2 0 0 8 ） や ， ユ リ 属 （ N i i m i

ら ， 1 9 9 6 ） で 報 告 さ れ て い る よ う な ， 一 側 性 不 和 合 性 の

機 構 を 有 す る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

本 研 究 の 種 内 交 雑 結 果 で は ， 自 家 受 粉 と 他 家 受 粉 の

間 に 結 果 率 ，1 果 当 た り の 種 子 数 に 一 定 の 傾 向 は 見 ら れ

ず ，生 育 可 能 な 種 子 が 得 ら れ た こ と か ら ，ト ウ テ イ ラ ン ，

サ ン イ ン ト ラ ノ オ と も に 自 殖 が 可 能 な こ と が 示 さ れ た ．

一 方 ，自 生 地 の ト ウ テ イ ラ ン で は ，海 浜 性 の 有 剣 ハ チ 類

や シ ジ ミ チ ョ ウ が ， 複 数 個 体 の 間 を 訪 花 し て い る 報 告

（ 中 尾 ら ， 2 0 1 8 ） が あ る こ と か ら ， ト ウ テ イ ラ ン は 自 殖

可 能 な 他 殖 性 の 植 物 で あ る と 考 え ら れ た ．  

上 述 の よ う に ，両 種 は 種 間 雑 種 形 成 能 力 を 有 し ，ま た ，

開 花 期 も 重 複 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た ． し か し ，
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ト ウ テ イ ラ ン の 自 生 地 と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 自 生 地 が

記 録 上 で 最 も 近 接 し て い る の は ， 隠 岐 諸 島 の 知 夫 里 島

と 島 根 県 出 雲 市 の 間 で あ り （ 杦 村 ， 1 9 9 7 ）， 日 本 海 を 隔

て て 7 0  k m あ ま り の 距 離 が あ る こ と か ら ， 地 理 的 な 隔

離 に よ っ て 両 種 が 隔 離 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 交 雑 で は 結 果 率

は 6 5 . 2 ％ で ， 1 果 当 た り 0 . 7 粒 の 種 子 が 得 ら れ ， こ れ ら

か ら 算 出 さ れ る 1 交 配 作 業 当 た り の 獲 得 種 子 数 の 期 待

値 は 0 . 5 粒 で あ る ． 種 内 交 雑 で の 期 待 値 は ，ト ウ テ イ ラ

ン で は 1 交 配 作 業 当 た り 2 0 . 4 粒 ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ で

は 3 . 0 粒 で あ る ． 種 間 交 雑 で の 1 交 配 作 業 当 た り の 獲

得 種 子 が 少 な い た め ， 種 間 交 雑 当 代 の 一 代 雑 種 品 種 の

育 成 は 困 難 と 考 え ら れ る ．ま た ，雑 種 個 体 の 後 代 の 獲 得

が 可 能 で あ る こ と は 確 認 し て い る も の の ， 雑 種 個 体 も

同 様 に 結 果 率 は 低 く ， ま た ， 1 果 当 た り の 種 子 数 が 少 な

い た め ， 後 代 を 固 定 す る こ と に よ る 種 子 繁 殖 品 種 の 育

成 は 困 難 で あ る と 推 察 さ れ た ．一 方 ，ク ワ ガ タ ソ ウ 属 の

植 物 は 挿 し 木 や 株 分 け に よ る 繁 殖 が 可 能 で あ り ， 本 研

究 で 得 ら れ た 雑 種 も 栄 養 繁 殖 が 容 易 で あ る こ と を 確 認

し て い る ． す な わ ち ， 1 個 体 で も 有 望 な 個 体 を 獲 得 で き
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れ ば ， 栄 養 系 品 種 と し て 商 業 的 な 園 芸 利 用 が 可 能 で あ

る と 考 え ら れ た ．  

 

種 間 雑 種 個 体 の 特 性  

種 間 雑 種 の 特 性 は ，各 器 官 の 大 き さ や 形 状 ，毛 量 な ど ，

多 く の 項 目 で 両 親 の 中 間 的 な 値 を 示 し た ． 主 成 分 分 析

に お い て も ， 第 1 主 成 分 に お い て そ れ を 支 持 す る 結 果

が 得 ら れ て い る ．そ の う ち ，ト ウ テ イ ラ ン に 由 来 す る 茎 ，

葉 の 毛 量 は シ ル バ ー リ ー フ プ ラ ン ツ と し て の 観 賞 性 に

大 き な 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る ．雑 種 個 体 は ，ト ウ テ

イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 中 間 的 な 毛 量 を 示 し て い

る こ と か ら ， 雑 種 個 体 同 士 で の 交 雑 や ト ウ テ イ ラ ン と

の 戻 し 交 雑 を 進 め る こ と で ， 雑 種 個 体 に も シ ル バ ー リ

ー フ プ ラ ン ツ と し て の 観 賞 性 を 付 与 で き る と 考 え ら れ

た ．ト ウ テ イ ラ ン ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ お よ び 雑 種 個 体 に

お け る 花 器 の 観 賞 性 は そ の 形 状 か ら ， 個 々 の 小 花 の 形

質 よ り ，花 序 径 や 開 花 部 位 長 ，小 花 密 度 に よ っ て 評 価 さ

れ る と 考 え ら れ る ． そ の た め ， 雑 種 個 体 の う ち ， 花 序 径

の 大 き な 個 体 の 選 抜 や ， ト ウ テ イ ラ ン と の 戻 し 交 雑 で

花 序 径 を 大 型 化 す る こ と で ， よ り 花 器 の 観 賞 性 は 高 め
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ら れ る と 考 え ら れ た ． 第 2 主 成 分 は 草 丈 や 花 序 長 に 対

し 正 の 相 関 関 係 が あ り ， 雑 種 個 体 に ト ウ テ イ ラ ン や サ

ン イ ン ト ラ ノ オ よ り も 高 い 値 を 示 す 個 体 が 多 数 見 ら れ

た ． ま た ， 雑 種 個 体 は 交 配 親 に 比 較 し て 花 序 が 長 く ， 開

花 期 も 長 く な っ て い る こ と か ら ， 第 2 主 成 分 の 結 果 は

そ れ を 支 持 し て い る ．こ れ ら の こ と よ り ，本 研 究 で 得 ら

れ た 雑 種 個 体 は 交 配 親 で あ る ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン

ト ラ ノ オ よ り 大 半 の 器 官 で 形 質 を 中 間 的 に 受 け つ ぎ つ

つ も ， 開 花 期 や 花 序 長 で 交 配 親 よ り 優 れ る 形 質 を 持 ち

合 わ せ て い る こ と が 確 認 さ れ た ． 今 後 は 雑 種 個 体 同 士

の 交 雑 に よ り 各 種 形 質 を 分 離 さ せ る こ と や ， ト ウ テ イ

ラ ン ，サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 戻 し 交 雑 を 行 い ，観 賞 性 に 関

与 す る 形 質 に 着 目 し て 選 抜 ，育 種 を 進 め る こ と で ，よ り

優 れ た 新 品 種 の 育 成 が 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た ．  
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結果率 発芽率

(％) (％)

V. ornata ✕ V. ornata

DG-W
y

DG-W 38 35 92.1 －x 691 65.0

DG-W CB-DB 23 23 100.0 28.0 311 －

DG-W NG-1 60 46 76.7 20.7 656 －

DG-W NS-W 59 54 91.5 19.9 777 100.0

DG-W CB-R 27 25 92.6 17.3 303 90.0

NG-1 NG-1 177 145 81.9 30.2 4052 35.0

NG-1 DG-W 89 62 69.7 35.6 1285 89.0

NG-1 CB-DB 19 19 100.0 33.2 622 94.0

NG-1 NS-W 202 169 83.7 40.7 3544 77.0

NG-1 CB-R 69 23 33.3 19.4 447 90.0

NS-W NS-W 22 17 77.3 16.2 184 94.0

NS-W DG-W 32 14 43.8 19.8 187 94.0

NS-W NG-1 61 27 44.3 45.6 325 86.0

NS-W CB-R 65 25 38.5 34.8 369 100.0

(NS-W ✕ CB-R2) NS-W 26 24 92.3 26.0 512 87.0

(NS-W ✕ CB-R2) CB-R 43 36 83.7 19.9 548 96.0

V. ogurae ✕ V. ogurae

Vo-B Vo-B 21 12 57.1 7.2 76 36.0

Vo-P Vo-B 18 7 38.9 4.4 35 45.7

Vo-W Vo-B 18 10 55.6 5.3 62 76.0

V. ornata ✕ V. ogurae

DG-W Vo-P 18 17 94.4 0.6 9 91.4

DG-W Vo-W 22 20 90.9 1.0 35 97.5

NG-1 Vo-B 158 63 39.9 0.2 17 82.4

NG-1 Vo-P 214 86 40.2 0.6 19 79.7

NG-1 Vo-W 260 123 47.3 0.8 123 70.6

NS-W Vo-P 68 48 70.6 0.6 32 57.9

NS-W Vo-W 52 38 73.1 1.4 38 68.8

V. ogurae ✕ V. ornata

Vo-B NG-1 32 0 0 0 0 －

Vo-P NG-1 21 0 0 0 0 －

Vo-W NG-1 28 0 0 0 0 －

種子親 花粉親
1果当たり

種子数
z

総獲得
種子数

結果数交配小花数

x
データなし

z
充実した蒴果から無作為に抽出した5果の平均値

y
表中の略号は系統番号を示す

交雑組み合わせ別の結果率，1果当たり種子数および発芽率

第４－１表 トウテイラン，サンイントラノオの種内および種間交雑における交雑組み合 
わせ別の結果率，1 果当たり種子数および発芽率 
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V. ornata × V. ornata 16 1012 744 75.1 a
z

27.1 a
y

20.4
x

85.5 a

V. ogurae × V. ogurae 3 57 29 50.5 ab 6.0 b 3.0 52.6 b

V. ornata × V. ogurae 7 792 395 65.2 a 0.7 b 0.5 78.3 ab

V. ogurae × V. ornata 3 81 0 0.0 b 0.0 b 0 －
w

x
1果当たりの種子数に結果率を乗じた値

w
データなし

1

発芽率

(％)
1果当たり

種子数

1交配当たり

獲得種子数の
期待値

(％)

z
結果率ならびに発芽率について，Arcsin変換後に行ったTukeyのHSD検定で同一列の同一符号間に

 5％水準の有意差がないことを示す
y
TukeyのHSD検定で同一列の同一符号間に5％水準の有意差がないことを示す

総交配
小花数

結果数種子親 花粉親 組合せ数
結果率

第４－２表 トウテイラン，サンイントラノオの種内および種間交雑における結果率， 
1 果当たり種子数および発芽率の平均値 
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  第４－３表 トウテイラン，サンイントラノオおよび種間雑種個体の開花期 

V. ornata 8月22日 ± 3.6
z

b
y 10月26日 ± 2.9 c 64.3 ± 1.7 b

Hybrids 7月31日 ± 3.4 a 10月17日 ± 4.5 b 77.7 ± 2.9 a

V. ogurae 8月3日 ± 1.2 a 10月8日 ± 1.2 a 66.0 ± 1.5 b
z
平均±標準偏差

y
同一列内の同一符号間にTukeyのHSD検定で   5％水準の有意差がないことを示す

開花日 開花終了日 開花期間

（月／日） （月／日） （日）
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第４－２表 トウテイラン，サンイントラノオおよび種間雑種個体の形態形質について主 
成分分析を行った際の第 5 主成分までの固有値，寄与率および固有ベクトル 

第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分 第5主成分

固有値 4.044 1.718 1.561 1.247 0.730
寄与率 0.368 0.156 0.142 0.113 0.066
累積寄与率 0.368 0.524 0.666 0.779 0.846

固有ベクトル1 固有ベクトル2 固有ベクトル3 固有ベクトル4 固有ベクトル5

草型 -0.353 0.282 0.044 -0.215 0.012
主茎数 -0.154 -0.371 0.488 -0.121 0.479
主茎長 0.122 0.648 0.014 0.163 0.294
一次側枝数 -0.167 0.043 -0.669 0.173 -0.034
葉長 0.467 0.091 -0.016 -0.005 0.033
葉幅 0.472 -0.006 -0.047 0.016 -0.042
葉の向軸面の毛量 0.302 -0.423 0.008 0.031 -0.356
花序長 0.038 0.393 0.535 0.091 -0.449
花序径 0.431 0.074 0.007 -0.189 -0.018
開花部位長 0.251 0.094 -0.131 -0.557 0.421
小花密度 0.162 -0.073 0.085 0.726 0.417
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第４－１図 トウテイラン，サンイントラノオおよびその種間交雑実生個体の 

PCR 産物の電気泳動結果 

図左側の灰色矢印はトウテイラン（V. ornata）に，右側の白矢印はサンイントラノオ 
（V. ogurae）に由来するバンドを示している 
1：100 bp DNA サイズマーカー 
2：トウテイラン A， 5：トウテイラン B， 8：トウテイラン C， 
 4，7，11：サンイントラノオ A， 3：2 と 4 の種間雑種， 6：5 と 4 の種間雑種， 
 9，10：7 と 4 の種間雑種 
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第４－２図 トウテイラン，サンイントラノオおよび種間雑種個体の形態 

サンイントラノオ  

30  c m  

種間雑種  トウテイラン  
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第４－３図 トウテイラン，サンイントラノオおよび種間雑種個体の形態形質に 

ついて主成分分析を行った際の主成分得点散布図 

第１主成分得点  

第
２
主
成
分
得
点 

△    V. ornata 
□  V. ogurae 
●    Hybrid 

-6.0 -4.0 -2.0 0.0 2.0 4.0 6.0 
-4.0 

-2.0 

0.0 

4.0 

2.0 



 

70 
 

第 ５ 章  総 合 考 察  

 

本 研 究 で は ， 隠 岐 諸 島 に 自 生 す る 花 き 遺 伝 資 源 ト ウ

テ イ ラ ン の 園 芸 化 を 目 標 に ， 自 生 地 の 調 査 な ら び に 自

生 地 に 由 来 す る 実 生 個 体 の 園 芸 的 観 点 か ら の 評 価 （ 加

古 ら ， 2 0 2 0 ）， 鉢 物 生 産 方 法 の 開 発 （ 加 古 ら ， I n  

p r e s s ）， 島 根 県 内 の ク ワ ガ タ ソ ウ 科 遺 伝 資 源 の 活 用 と

新 規 品 目 開 発 を 目 的 と し た サ ン イ ン ト ラ ノ オ と の 交 雑

に よ る 種 間 雑 種 の 育 成 と そ の 評 価 （ 加 古 ら ， 2 0 2 1 ） を

行 っ た ．  

 

ト ウ テ イ ラ ン の 多 様 性 と 園 芸 的 な 利 用 価 値  

第 2 章 で 述 べ た ト ウ テ イ ラ ン の 自 生 地 調 査 で は ， 隠

岐 諸 島 の 多 様 な 環 境 に 自 生 す る こ と が 確 認 さ れ ， 自 生

個 体 数 は 豊 富 で あ り ， 比 較 的 良 好 な 生 育 環 境 が 維 持 さ

れ て い る と 推 定 さ れ た ． ま た ， 隠 岐 諸 島 よ り 収 集 し た

個 体 に ， 開 花 期 や ， 草 姿 お よ び 花 器 の 形 質 に 幅 広 い 多

様 性 が 認 め ら れ た ．  

こ れ ま で の 研 究 で ， ト ウ テ イ ラ ン に 関 す る 消 費 者 ア

ン ケ ー ト 調 査 に よ り ， 本 種 は ガ ー デ ニ ン グ 素 材 と し て
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活 用 で き る 可 能 性 が 示 さ れ て い る （ 金 森 ， 2 0 0 1 ）． 一

方 ， 園 芸 植 物 に は ， カ ー ネ ー シ ョ ン や キ ン ギ ョ ソ ウ ，

ス ト ッ ク の よ う に ， 草 姿 に よ っ て 鉢 物 用 と 切 り 花 用 が

別 品 種 群 と し て 成 立 し て い る 植 物 が 存 在 す る

（ H a m r i c k ， 2 0 0 3 ）． 本 種 の 園 芸 化 に お い て も ， 本 研 究

に よ っ て 明 ら か と な っ た 草 姿 の 多 様 性 を 利 用 し ， ガ ー

デ ニ ン グ 用 途 の み な ら ず ， コ ン パ ク ト な 草 姿 が 望 ま し

い 鉢 物 か ら ， 直 立 で 草 丈 が 高 い こ と が 望 ま し い 切 り 花

な ど へ の ， 幅 広 い 品 種 育 成 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ

る ． 一 方 ， 本 種 の 茎 葉 は シ ル バ ー リ ー フ プ ラ ン ツ と し

て の 観 賞 価 値 を 有 す る こ と か ら ， 葉 の 形 態 や 草 姿 は 開

花 期 以 外 に お い て も 観 賞 性 に 影 響 を 及 ぼ す ． 今 回 の 調

査 個 体 に お い て ， 葉 や 草 姿 に 多 様 性 が 観 察 さ れ た こ と

か ら ， 観 葉 植 物 と し て も 活 用 が 期 待 で き る ．  

開 花 に 関 す る 形 質 で は ， 開 花 期 に 多 様 性 が 認 め ら れ

， 複 数 の 系 統 を 組 み 合 わ せ る こ と で ， 長 期 間 の 生 産 ，

出 荷 が 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た ． さ ら に ， 花 器 の

形 質 に も 多 様 性 が あ り ， 花 穂 や 小 花 の 形 質 に 着 目 し て

育 種 を 進 め る こ と で ， 観 賞 性 の 向 上 が 図 れ る と 考 え ら

れ た ． ま た ， 花 色 が 幅 広 い こ と は 園 芸 化 に と っ て 非 常
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に 重 要 な こ と で あ る （ 斎 藤 ， 1 9 6 9 ）． 本 種 の 花 色 は 青

紫 色 で あ る こ と が 知 ら れ て い た が ， 本 研 究 に よ っ て 白

色 ～ 赤 紫 ～ 濃 青 紫 ま で ， 幅 広 い 花 色 を 有 す る こ と が 明

ら か と な り ， 園 芸 的 な 価 値 が 高 い こ と が 明 ら か と な っ

た ． 一 方 ， ク ワ ガ タ ソ ウ 属 の 花 色 素 に つ い て は ，

P o c i l l a 亜 属 の オ オ イ ヌ ノ フ グ リ （ V .  p e r s i c a  P o i r e t ）

に 関 す る 報 告 （ M o r i ら ， 2 0 0 9 ; O n o ら ， 2 0 1 0 ） が あ る

が ， ト ウ テ イ ラ ン を 含 む P s e u d o l y s i m a c h i o n 亜 属 で は

見 当 た ら な い ． ト ウ テ イ ラ ン の 同 一 種 内 で 得 ら れ た 花

色 変 異 に つ い て は 今 後 色 素 分 析 の 必 要 が あ る ．  

こ れ ま で に ，実 生 個 体 よ り ，開 花 期 や 草 姿 に 着 目 し ，

鉢 物 用 （ 加 古 ら ， 2 0 1 8 ） な ら び に 花 壇 植 栽 用 の 系 統 お よ

び 育 種 素 材 を 選 抜 し て い る ．特 に ，育 種 素 材 と し て 選 抜

し た 個 体 を 交 雑 し て 得 ら れ た 花 壇 植 栽 用 の F 1 系 統 は

‘ F 1 ジ ャ パ ン ブ ル ー ’ と し て ， 東 京 大 会 2 0 2 0 の 修 景 を

目 的 と し た 夏 花 ト ラ イ ア ル （ 臨 海 副 都 心 「 花 と 緑 」 の お

も て な し プ ロ ジ ェ ク ト 事 務 局 ，2 0 1 8 ）に お い て 入 賞 の 評

価 を 得 て い る ．引 き 続 き 育 種 を 進 め る こ と で ，花 色 や 葉

型 の 多 様 性 を 取 り 込 む こ と で ，花 器 ，観 葉 の 両 面 で 観 賞

価 値 の 高 い ， 日 本 原 産 の 新 規 花 き 品 目 と し て 利 用 で き
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る と 考 え ら れ る ．  

 

ト ウ テ イ ラ ン の 鉢 物 生 産 と 開 花 調 節  

第 3 章 で は ， ト ウ テ イ ラ ン を 敬 老 の 日 出 荷 の 鉢 物 と

し て 利 用 す る た め の 生 産 方 法 の 検 討 を 行 っ た ． ト ウ テ

イ ラ ン を 鉢 物 と し て 生 産 す る 場 合 ， 摘 心 位 置 や 摘 心 時

期 で 開 花 や 品 質 の 制 御 が 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た ．  

鉢 物 は 物 日 需 要 に 対 応 し た 商 材 で あ る 一 方 ， 1 ～ 3 月

お よ び 6 ～ 9 月 は 鉢 物 の 需 要 も 減 少 し ， 鉢 物 の 流 通 量 は

母 の 日 前 の 4 ～ 5 月 や 年 末 の 1 1 ～ 1 2 月 の 約 半 量 に 留 ま

っ て い る （ 東 京 都 中 央 卸 売 市 場 ， 2 0 2 0 ）． ト ウ テ イ ラ ン  

を ， 秋 期 の 物 日 で あ る 敬 老 の 日 の 需 要 に 合 わ せ て 出 荷

す る 場 合 ， 鉢 物 向 き に 選 抜 さ れ た ‘ N G - 1 ’ を 利 用 し ， 5

月 末 か ら 6 月 上 旬 に 基 部 か ら 2 あ る い は 3 節 上 で 摘 心

す る こ と で 9 月 上 旬 に 出 荷 で き ， 品 質 も 向 上 す る こ と

が 示 さ れ た ．現 在 ，敬 老 の 日 出 荷 が 可 能 な 鉢 物 品 目 に 加

え ， 本 邦 原 産 の 新 た な 花 き 品 目 と し て ト ウ テ イ ラ ン の

活 用 が 期 待 で き る ．今 後 は ，花 芽 分 化 要 因 を 明 ら か に し ，

よ り 幅 広 い 時 期 や 異 な る 選 抜 系 統 を 対 象 と し た 開 花 調

節 方 法 の 検 討 が 必 要 で あ る ．   
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 本 研 究 に お い て ， ト ウ テ イ ラ ン の 花 芽 分 化 に は ， 内

的 要 因 と し て 生 育 量 に 応 じ た 花 熟 が あ る こ と が 示 唆 さ

れ た ． ま た ， 花 芽 分 化 に は 日 長 や 温 度 な ど ， 外 的 要 因 が

存 在 す る こ と も 示 唆 さ れ た が ， そ の 要 因 は 明 ら か に で

き な か っ た ． ク ワ ガ タ ソ ウ 属 の 花 成 に お け る 日 長 感 受

性 に つ い て ， 大 韓 民 国 に 自 生 す る V .  d a h u r i c a な ら び に

V .  p u s a n e n s i s は 中 性 を 示 し ， V .  k i u s i a n a  v a r .  

d i a m a n t i a c a  な ら び に V .  p y r e t h r i n a は 相 対 的 長 日 を 示

す こ と が 報 告 さ れ て い る （ S o n g ら ,  2 0 2 0 ）． 一 方 ， ト ウ

テ イ ラ ン に お い て は 花 成 に お け る 日 長 感 受 性 や ， 花 芽

形 成 に 有 効 な 温 度 は 明 ら か に さ れ て い な い ． 鉢 物 の 営

利 生 産 に お い て ，開 花 生 理 に 基 づ き ，出 荷 期 の 制 御 や ，

出 荷 期 の ば ら つ き を 軽 減 す る こ と は 経 営 の 安 定 化 に 重

要 な 課 題 で あ る ．今 後 ，ト ウ テ イ ラ ン の 開 花 生 理 を 明 ら

か に す る た め に ， 花 芽 分 化 要 因 を 特 定 す る 必 要 が あ る ． 

 

地 域 遺 伝 資 源 を 活 用 し た 種 間 交 雑 に よ る 新 品 種 育 成  

第 4 章 で は ， 島 根 県 内 の ク ワ ガ タ ソ ウ 科 遺 伝 資 源 の

活 用 と 新 品 種 の 育 成 を 目 的 に ， ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ

ン ト ラ ノ オ を 交 雑 し ， そ の 親 和 性 と 後 代 の 形 質 を 調 査
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し た ．  

ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 交 雑 は ， ト ウ テ

イ ラ ン を 種 子 親 に ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 花 粉 親 に し た

と き の み 種 子 が 得 ら れ ， 一 側 性 不 和 合 性 で あ る こ と が

示 唆 さ れ た ． ト ウ テ イ ラ ン を 種 子 親 に ， V .  s p i c a t a  を 花

粉 親 に 交 雑 す る こ と で 雑 種 個 体 が 得 ら れ る こ と が ‘ 西

宮 花 1 号 ’ の 例 か ら 知 ら れ て い る が ， 我 々 は V .  s p i c a t a

を 種 子 親 に ， ト ウ テ イ ラ ン を 花 粉 親 に 逆 交 配 し た 場 合

に も 同 様 に 実 生 が 得 ら れ る こ と を 確 認 し て い る ． 他 に

も ， ト ウ テ イ ラ ン を 種 子 親 に ， ハ マ ト ラ ノ オ （ V .  

s i e b o l d i a n a  M i q . ） を 花 粉 親 に し た 場 合 に も 実 生 が 得 ら

れ て い る （ 加 古 ， 未 発 表 デ ー タ ）． こ れ ら の 結 果 よ り ，

ト ウ テ イ ラ ン は 種 間 交 雑 親 和 性 が 高 い こ と が 推 察 さ れ

た ．種 間 交 雑 は ，品 種 改 良 に お い て 新 た な 形 質 を 取 り 込

む た め に 重 要 な 手 法 の 一 つ で あ る （ 日 向 ， 1 9 8 4 ）． ト ウ

テ イ ラ ン を は じ め と し た ク ワ ガ タ ソ ウ 属 の 育 種 に お い

て も ， ト ウ テ イ ラ ン を 橋 渡 し と し た 種 間 交 雑 が 新 た な

形 質 の 導 入 に 有 用 で あ る こ と が 考 え ら れ る ．  

本 実 験 の 交 雑 で 得 ら れ た 雑 種 は ， 各 器 官 の 大 き さ や

形 状 ，茎 葉 の 毛 量 な ど ，多 く の 形 質 で 両 親 の 中 間 的 な 特
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徴 を 示 し た ．一 方 で ，開 花 期 間 ，花 序 の 大 き さ と い っ た ，

観 賞 期 間 に 影 響 す る 形 質 で は ， 両 交 配 親 よ り 長 期 間 に

わ た り 開 花 す る 個 体 も あ り ，交 雑 に よ り ，優 れ た 品 種 の

育 成 が 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た ．  

ま た ，本 実 験 で 得 ら れ た 種 間 雑 種 は ，い ず れ の 個 体 も

種 子 を 形 成 す る 能 力 を 有 す る も の の ， 種 子 稔 性 は 両 交

配 親 よ り 著 し く 低 く ， 増 殖 は も っ ぱ ら 挿 し 木 や 株 分 け

に よ る 栄 養 増 殖 と な る ． 種 子 増 殖 が 困 難 な こ と は 園 芸

化 に お い て 障 壁 と も 考 え ら れ る が ，近 年 ，従 来 種 子 繁 殖

性 の 花 き で あ る ペ チ ュ ニ ア な ど で も ， 種 子 系 品 種 に は

な い 生 育 力 や 育 苗 期 間 の 短 縮 を 理 由 に 栄 養 系 品 種 の 割

合 が 増 え て い る こ と を 鑑 み れ ば ， こ れ ら の 種 間 雑 種 も

増 殖 方 法 の 検 討 を 行 う 事 に よ り 栄 養 繁 殖 性 の 花 き と し

て 園 芸 化 が 可 能 と 考 え ら れ る ．一 方 ，緑 化 目 的 に 導 入 さ

れ た 園 芸 植 物 の 野 生 へ の 逸 脱 が 問 題 化 し て い る （ 藤 井 ，

2 0 1 0 ）こ と を 考 え れ ば ，稔 性 が 低 い こ と は そ の 危 険 性 が

低 い こ と を 示 す も の で も あ り ， 環 境 へ の 影 響 を 軽 減 で

き る 形 質 で あ る と も い え る ．  

本 実 験 に 用 い た ト ウ テ イ ラ ン ， サ ン イ ン ト ラ ノ オ は

い ず れ も 絶 滅 が 危 惧 さ れ て い る 植 物 で あ る ． 日 本 国 内
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に 自 生 す る 絶 滅 危 惧 種 の 産 業 利 用 を 目 的 に 育 成 さ れ た

品 種 と し て ，野 生 絶 滅 種 の リ ュ ウ キ ュ ウ ベ ン ケ イ（ ベ ン

ケ イ ソ ウ 科 ） と 園 芸 種 の ベ ニ ベ ン ケ イ を 交 配 し て 育 成

さ れ た ‘ ち ゅ ら ら ’ シ リ ー ズ の 例 が あ げ ら れ る ．‘ ち ゅ

ら ら ’シ リ ー ズ は ，切 り 花 と し て 沖 縄 県 内 で の 生 産 に 向

け た 活 動 を 展 開 し て い る （ 佐 藤 ら ， 2 0 1 5 ）． 佐 藤 ら は ，

絶 滅 危 惧 種 を 商 用 の 花 き 類 と し て 一 般 生 活 に 結 び つ け

る こ と で ， 一 般 市 民 が 環 境 行 動 に 参 加 す る た め の 選 択

肢 の 提 供 に な る こ と を 指 摘 し て い る ． 本 研 究 で 育 成 し

た 種 間 雑 種 も 高 い 観 賞 価 値 を 有 し て お り ， 新 た な 花 き

品 目 と し て ， 園 芸 利 用 を 通 じ た 絶 滅 危 惧 種 保 護 活 動 に

活 用 で き る と 考 え ら れ る ．  

 

ト ウ テ イ ラ ン の 活 用 に お け る 環 境 へ の 配 慮  

ト ウ テ イ ラ ン は 環 境 省 絶 滅 危 惧 Ⅰ Ⅰ 類 に 分 類 さ れ る 絶

滅 危 惧 植 物 で あ る た め ， そ の 利 用 は 自 生 地 保 護 に も 十

分 な 配 慮 が 求 め ら れ る ．現 在 ，絶 滅 危 惧 植 物 保 護 に お け

る 生 育 域 外 保 全 の 1 つ の 方 策 と し て ， 種 子 収 集 ・ 保 存

事 業 が 進 め ら れ て い る （ 環 境 省 新 宿 御 苑 管 理 事 務 所 ，

2 0 1 0 ）． ま た ， と っ と り 花 回 廊 で は ， 鳥 取 県 の 自 生 地 に
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由 来 す る ト ウ テ イ ラ ン を 園 内 に 植 栽 利 用 す る と と も に ，

種 子 に よ る 繁 殖 と 保 存 が 行 わ れ て い る （ 足 立 ， 2 0 0 7 ）．

ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 利 用 に あ た っ て は ， 植 物 園 等 の 専

門 機 関 と 連 携 を 図 る こ と で 自 生 地 保 護 と の 両 立 に 留 意

す る 必 要 が あ ろ う ． 一 方 ， 手 嶋 ・ 大 迫 （ 2 0 1 0 ） は ， ト ウ

テ イ ラ ン に 各 自 生 地 域 間 の 遺 伝 的 な 分 化 が み ら れ る こ

と を 指 摘 し て い る ．ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 化 ，普 及 が 進 み ，

自 生 地 周 辺 で 人 為 的 な 移 植 が 行 わ れ る こ と に よ り ， 前

述 の 逸 脱 に 対 す る 懸 念 の 他 に も ， 意 図 せ ぬ 交 雑 に よ る

遺 伝 的 な 攪 乱 が 起 こ る 可 能 性 が あ る ．そ の た め ，自 生 地

周 辺 で の 利 用 に 際 し て は ， 自 生 個 体 と の 交 雑 が 起 こ ら

な い よ う に 注 意 す る と と も に ， 今 後 は 不 稔 系 統 の 育 成

に よ り ， 自 生 地 へ の 影 響 が 少 な い 品 種 の 作 出 も 重 要 な

課 題 で あ る ．  

 

本 研 究 の 成 果 と 意 義  

隠 岐 諸 島 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ ン は ， 本 研 究 に お い

て 園 芸 的 な 利 用 価 値 の 高 い ， 有 用 な 遺 伝 資 源 で あ る こ

と が 示 さ れ ，加 え て ，種 間 雑 種 を 含 む 交 雑 育 種 に よ る 園

芸 的 価 値 の 向 上 が 図 れ る こ と も 示 さ れ た ．ま た ，そ の 鉢
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物 利 用 に つ い て も ， 花 き 生 産 技 術 の 基 礎 と な る 開 花 制

御 ，草 姿 制 御 の 知 見 が 得 ら れ ，こ れ ら の こ と か ら 園 芸 化

が 達 成 さ れ た と 言 え る ．現 在 ，日 本 国 内 に 流 通 す る 花 き

品 目 の 多 く は 海 外 の 遺 伝 資 源 に 由 来 す る も の で あ る が ，

ト ウ テ イ ラ ン は 本 邦 固 有 の 遺 伝 資 源 で あ り ， 本 種 の 活

用 に よ り 本 邦 原 産 の 花 き 品 目 に よ る 園 芸 業 界 の 活 性 化

が 期 待 さ れ る ． 今 後 ， 生 産 技 術 ， 使 用 用 途 の 拡 充 ， 育 種

の 進 展 に よ り ，「 隠 岐 の 花 ト ウ テ イ ラ ン 」 の さ ら な る 活

用 が 進 む こ と を 期 待 し た い ．  
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摘  要  

 

本 邦 固 有 の 未 利 用 花 き 遺 伝 資 源 で あ る ト ウ テ イ ラ ン

（ V e r o n i c a  o r n a t a  M o n j u s c h k o  ;  オ オ バ コ 科 ク ワ ガ タ ソ

ウ 属  ;  環 境 省 絶 滅 危 惧 I I 類（ V U ））の 園 芸 化 を 目 的 に ，

自 生 地 の 調 査 と 実 生 個 体 の 園 芸 的 な 価 値 の 評 価 ， 夏 秋

期 出 荷 鉢 物 と し て の 開 花 調 節 方 法 の 開 発 ， 島 根 県 固 有

種 で あ る サ ン イ ン ト ラ ノ オ （ V .  o g u r a e  （ T .  Y a m a z . ）  

A l b a c h ） と の 種 間 交 雑 に よ る 新 品 種 の 育 成 に つ い て 検

討 し た ．  

 

１ ． 隠 岐 諸 島 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 利 用 を 目 的

と し た 評 価  

ト ウ テ イ ラ ン の 隠 岐 諸 島 に お け る 自 生 状 況 の 調 査 を 行

い ， さ ら に 自 生 個 体 に 由 来 す る 実 生 を 栽 培 し ， 園 芸 的 観

点 か ら 評 価 を 行 っ た ． 隠 岐 諸 島 内 の 幅 広 い 環 境 に 分 布 す

る 本 種 に は ， 草 姿 ， 花 器 形 質 ， 開 花 期 に 多 様 性 が 確 認 さ

れ た ．そ の 草 姿 お よ び 花 器 形 質 の 多 様 性 を 活 用 し ，切 花 ，

鉢 花 ， 苗 物 な ど 幅 広 い 用 途 に 利 用 可 能 で あ る こ と が 示 唆

さ れ た ． 花 色 に つ い て も 従 来 の 青 紫 色 に 加 え ， 白 色 ， 紫
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色 の 個 体 が 見 い だ さ れ ， 育 種 素 材 と し て 活 用 す る こ と で

花 色 の 幅 の 拡 大 が 期 待 さ れ る ． ま た ， 開 花 期 間 の 異 な る

個 体 を 利 用 す る こ と で 長 期 間 に わ た り 生 産 ， 観 賞 で き る

こ と が 示 唆 さ れ た ．  

 

２ ． ト ウ テ イ ラ ン の 鉢 物 栽 培 に お け る 夏 秋 期 出 荷 に 向

け た 開 花 調 節  

ト ウ テ イ ラ ン の 夏 秋 期 出 荷 の 鉢 物 生 産 方 法 の 開 発 を

目 的 に ，摘 心 時 期 ，摘 心 節 位 が 開 花 時 期 な ら び に 生 育 に

及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た ． 鉢 物 用 品 種 ‘ N G - 1 ’ を 用

い た 実 験 の 結 果 ， 摘 心 時 期 が 遅 い 区 ほ ど 開 花 は 遅 く な

っ た ．一 方 ，摘 心 時 期 が 遅 く な る と 到 花 ま で の 積 算 温 度

は 少 な く な っ た ．出 荷 期 の 生 育 は ，摘 心 時 期 が 遅 く な る

と 開 花 節 位 は 低 下 し 開 花 枝 長 は 短 く な っ た ． 高 い 節 位

で 摘 心 を 行 っ た 場 合 ，開 花 は 早 く ，到 花 ま で の 積 算 温 度

は 少 な く な り ，開 花 節 位 は 低 下 し ，開 花 枝 長 は 短 く な っ

た ．開 花 枝 は ，摘 心 時 期 や 摘 心 節 位 に か か わ ら ず 増 加 し

た ． 一 方 ， 6 月 末 の 摘 心 ， ま た ， 低 節 位 で の 摘 心 で は 不

開 花 枝 も 増 加 し た ．こ れ ら の こ と か ら ，ト ウ テ イ ラ ン の

鉢 物 利 用 に お い て ， 摘 心 時 期 な ら び に 摘 心 節 位 に よ り
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鉢 物 生 産 に お け る 開 花 期 や 生 育 の 制 御 が 可 能 で あ る こ

と が 明 ら か と な っ た ． な お ， 5 月 末 前 後 に 基 部 か ら 2 ～

3 節 の 直 上 で 摘 心 す る こ と で 敬 老 の 日 を 目 標 と し た 9

月 上 旬 の 鉢 花 出 荷 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ た ．  

 

３ ． ト ウ テ イ ラ ン と サ ン イ ン ト ラ ノ オ の 種 間 雑 種 の 育 成

と そ の 形 質  

ト ウ テ イ ラ ン な ら び に 同 属 で 島 根 県 固 有 の サ ン イ ン

ト ラ ノ オ の 遺 伝 資 源 活 用 と 園 芸 化 に よ る 絶 滅 危 惧 種 保

護 を 目 的 に ， 2 種 間 で 種 間 雑 種 の 作 出 を 試 み た ． 2 種 間

の 正 逆 交 雑 に お い て ，ト ウ テ イ ラ ン を 種 子 親 に ，サ ン イ

ン ト ラ ノ オ を 花 粉 親 に し た と き の み 交 雑 種 子 が 獲 得 で

き ， 1 交 配 当 た り の 種 子 獲 得 数 の 期 待 値 は 0 . 5 粒 で あ っ

た ．得 ら れ た 種 子 か ら 生 育 し た 個 体 を S R A P 法 に よ っ て

雑 種 検 定 し た と こ ろ ， 両 親 の バ ン ド を 受 け つ い で お り ，

雑 種 性 が 確 認 さ れ た ． 両 種 と そ の 種 間 雑 種 9 2 個 体 の 開

花 期 に お け る 特 性 調 査 の 結 果 ， 雑 種 個 体 の 葉 の 大 き さ

や 茎 ，葉 の 毛 量 は 両 親 の 中 間 的 な 値 を 示 し ，花 序 長 や 開

花 期 間 な ど は 両 親 よ り 長 か っ た ． こ れ ら の 観 賞 に 関 与

す る 形 質 の 遺 伝 性 は ， 主 成 分 分 析 に よ っ て も 支 持 さ れ



 

83 
 

る 結 果 が 得 ら れ た ．以 上 よ り ，ト ウ テ イ ラ ン を 種 子 親 に ，

サ ン イ ン ト ラ ノ オ を 花 粉 親 に す る こ と で 種 間 雑 種 を 獲

得 で き ，観 賞 性 に 関 与 す る 形 質 に 着 目 し て 選 抜 ，育 種 を

進 め る こ と で ， よ り 優 れ た 品 種 の 育 成 が 可 能 と 考 え ら

れ た ．  

 

こ れ ら の こ と よ り ， 島 根 県 の 地 域 特 産 遺 伝 資 源 で あ

る ト ウ テ イ ラ ン の 園 芸 的 価 値 が 示 さ れ ， 開 花 調 節 方 法

の 確 立 や ，交 雑 育 種 に よ る 観 賞 価 値 の 向 上 に よ り ，園 芸

的 利 用 が 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た ．  
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t h a t  t h e  f l o w e r i n g  t i m e  a n d  q u a l i t y  c a n  b e  c o n t r o l l e d  b y  

m e a n s  o f  p i n c h i n g  t i m i n g  a n d  t h e  n o d e  o r d e r  o n  p o t t e d  

f l o w e r  p r o d u c t i o n  o f  V .  o r n a t a .  S h i p p i n g  o f  t h e  p o t t e d  

f l o w e r s  m a y  b e  p o s s i b l e  i n  e a r l y  S e p t e m b e r  f o r  R e s p e c t  

f o r  t h e  A g e d  D a y  b y  m e a n s  o f  p i n c h i n g  a b o v e  2  o r  3  

n o d e s  f r o m  t h e  b a s e  a t  t h e  e n d  o f  M a y .  
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3 .  I n t e r s p e c i f i c  H y b r i d s  B e t w e e n  V .  o r n a t a  a n d   

V .  o g u r a e  ( T .  Y a m a z . )  A l b a c h  a n d  T h e i r  C h a r a c t e r i s t i c s  

 

F o r  t h e  p u r p o s e s  o f  u t i l i z a t i n g  g e n e t i c  r e s o u r c e s  a n d  

c o n s e r v i n g  e n d a n g e r e d  e n d e m i c  J a p a n e s e  s p e c i e s ,  

i n t e r s p e c i f i c  h y b r i d s  b e t w e e n  V .  o r n a t a  a n d  V .  o g u r a e  

w e r e  c r e a t e d .  I n  t h e  r e c i p r o c a l  c r o s s i n g s ， h y b r i d  s e e d s  

w e r e  o b t a i n e d  f r o m  o n l y  t h e  c r o s s  i n v o l v i n g  V .  o r n a t a  

a s  t h e  s e e d  p a r e n t  a n d  V .  o g u r a e  a s  t h e  p o l l e n  p a r e n t .  

T h e  e x p e c t e d  n u m b e r  o f  o b t a i n e d  s e e d s  o n  i n t e r s p e c i f i c  

c r o s s i n g  w a s  0 . 5  p e r  f l o w e r .  T h e  h y b r i d i t y  o f  t h e  

o b t a i n e d  s e e d l i n g s  w a s  c o n f i r m e d  a s  t h e  o r i g i n a l  b a n d s  

w e r e  i n h e r i t e d  f r o m  b o t h  p a r e n t s  i n  t h e  S R A P  m e t h o d .  

I n  t h e  c h a r a c t e r i z a t i o n  o f  t h e  p a r e n t s  a n d  t h e i r  9 2  

h y b r i d s  i n  t h e  f l o w e r i n g  s e a s o n ,  t h e  l e a f  s i z e  a n d  a m o u n t  

o f  p u b e s c e n c e  i n  t h e  s t e m s  a n d  l e a v e s  o f  t h e  h y b r i d s  

w e r e  i n t e r m e d i a t e  b e t w e e n  t h e  p a r e n t s ,  a n d  t h e  s p i k e  

l e n g t h  a n d  f l o w e r i n g  p e r i o d  o f  t h e  h y b r i d s  w e r e  l o n g e r  

t h a n  t h o s e  o f  t h e  p a r e n t s .  T h e  i n h e r i t a n c e  o f  t h e s e  

o r n a m e n t a l  c h a r a c t e r i s t i c s  w a s  s u p p o r t e d  b y  t h e  r e s u l t s  
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o f  p r i n c i p a l  c o m p o n e n t  a n a l y s i s .  T h e  r e s u l t s  o f  t h i s  

s t u d y  s u g g e s t  t h e  p o s s i b i l i t y  o f  b e i n g  a b l e  t o  d e v e l o p  

s u p e r i o r  c u l t i v a r s  b y  c r o s s i n g  a n d  s e l e c t i o n  f o c u s i n g  o n  

o r n a m e n t a l l y  i m p o r t a n t  c h a r a c t e r i s t i c s .  

 

T h e  r e s u l t s  o f  t h i s  s t u d y  i n d i c a t e  t h a t  V .  o r n a t a  a s  

r e g i o n a l  g e n e t i c  r e s o u r c e s  f r o m  O k i  i s l a n d s  i n  S h i m a n e  

p r e f e c t u r e  h a s  h i g h  o r n a m e n t a l  v a l u e  a n d  p o s s i b l e  t o  u s e  

f o r  o r n a m e n t a l  p l a n t s  b y  m e a n s  o f  d e v e l o p i n g  o f   

f l o w e r i n g  r e g u l a t i o n  m e t h o d s  a n d  t h e  e n h a n c e m e n t  o f  

c h a r a c t e r i s t i c s  t h r o u g h  c r o s s b r e e d i n g .  
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東 京 港 埠 頭 株 式 会 社 ． 東 京 ．   

斎 藤  清 ． 1 9 6 9 .  花 色 発 現 の し く み ． p .  3 2 - 4 2 .  花 の 育

種 ． 誠 文 堂 新 光 社 ． 東 京 ．  

佐 藤 裕 之 ・ 三 位 正 洋 ・ 泉 川 康 博 ・ 宮 里 政 智 ・ 下 地 俊 充 ・

峯 本 幸 哉 ・ 花 城 良 廣 ． 2 0 1 5 .  沖 縄 の 絶 滅 危 惧 植 物 リ

ュ ウ キ ュ ウ ベ ン ケ イ を 用 い た 園 芸 品 種 作 出 と 保 全 ．

日 本 植 物 園 協 会 誌 ． 5 0 :  1 2 6 - 1 2 9 .  

柴 田 道 夫 ． 2 0 1 6 .  は じ め に ． p . 1 - 6 .  柴 田 道 夫 （ 編 ）． 花

の 品 種 改 良 の 日 本 史 ． 悠 書 館 ． 東 京 ．  

島 根 県 環 境 生 活 部 自 然 環 境 課 ． 2 0 1 3 .  改 訂  し ま ね レ

ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 2 0 1 3 植 物 編 ． p .  1 7 2 .  （ 公 財 ）

し ま ね 自 然 と 環 境 財 団 ． 島 根 ．  

S o n g ,  S .  J . ,  M .  J .  J e o n g  a n d  S .  Y .  L e e .  2 0 2 0 .  

E c o p h y s i o l o g y  o f  g r o w t h  a n d  f l o w e r i n g  o f  f o u r  

K o r e a n  n a t i v e  V e r o n i c a  t a x a  i n  r e s p o n s e  t o  t h e  

p h o t o p e r i o d  a n d  c o l d  t r e a t m e n t .  A c t a  H o r t i c .  1 2 9 1 :  
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2 0 5 - 2 1 4 .  

杦 村 喜 則 ． 1 9 9 7 .  サ ン イ ン ト ラ ノ オ ； ト ウ テ イ ラ ン ． p .  

1 9 - 2 0 ,  p .  7 6 - 7 7 .  島 根 県 環 境 生 活 部 景 観 自 然 課 編 著 ．

し ま ね レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク  島 根 県 の 保 護 上 重 要

な 野 生 動 植 物  植 物 編 ． 島 根 県 環 境 生 活 部 景 観 自

然 課 ． 島 根 ．  

杦 村 喜 則 ． 2 0 0 5 .  島 根 県 の 種 子 植 物 相 ． 島 根 県 立 三 瓶 自

然 館 研 究 報 告 ． 3 :  1 - 4 9 .    

巣 山 拓 郎 ・ 谷 川 孝 弘 ・ 山 田 明 日 香 ・ 松 野 孝 敏 ・ 國 武 利 浩 .  

2 0 0 8 .  H y d r a n g e a  s e r r a t a  ( T h u n b . )  S e r .  と  

H y d r a n g e a  m a c r o p h y l l a  ( T h u n b . )  S e r .  と の 交 雑 親

和 性 の 解 明 と 胚 珠 培 養 に よ る 雑 種 獲 得 の 効 率 化 .  

園 学 研 ． 7 :  3 3 7 - 3 4 3 .  

手 嶋  立 ・ 大 迫 敬 義 ． 2 0 1 0 .  絶 滅 危 惧 植 物 ト ウ テ イ ラ ン

（ P s e u d o l y s i m a c h i o n  o r n a t u m ）の 自 生 集 団 間 お よ び

集 団 内 に お け る 遺 伝 的 変 異 の 解 析 ．育 学 研 ．1 2  （ 別

2 ） :  2 0 2 .   

鐵  慎 太 朗 ・ 黒 田 有 寿 茂 ・ 石 田 弘 明 ． 2 0 1 7 .  絶 滅 危 惧 種

ト ウ テ イ ラ ン ( オ オ バ コ 科 ) の 分 布 ・ 生 育 立 地 と 現

存 個 体 数 ． 植 物 地 理 ・ 分 類 研 究 ． 6 5 :  6 9 - 7 5 .   
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鳥 取 県 生 活 環 境 部 公 園 自 然 課 ． 2 0 1 2 .  レ ッ ド デ ー タ ブ

ッ ク と っ と り  改 訂 版  － 鳥 取 県 の 絶 滅 の お そ れ

の あ る 野 生 動 植 物 － ． p .  3 0 5 .  鳥 取 県 生 活 環 境 部 公

園 自 然 課 ． 鳥 取 ．  

東 京 都 中 央 卸 売 市 場 ．2 0 2 0 ．市 場 統 計 情 報（ 月 報 ・ 年 報 ）．

< h t t p s : / / w w w . s h i j o u - t o k e i . m e t r o . t o k y o . l g . j p / > ．  

矢 原 徹 一 ． 2 0 1 5 .  ト ウ テ イ ラ ン ． p .  1 1 3 .  矢 原 徹 一 ・ 藤

井 伸 二 ・ 伊 東 元 己 ・ 海 老 原  淳（ 監 修 ）・ 永 田 芳 男 ( 写

真 ) ． 絶 滅 危 惧 植 物 図 鑑  レ ッ ド デ ー タ プ ラ ン ツ  

増 補 改 訂 新 版 ． 山 と 渓 谷 社 ． 東 京 ．  

山 崎  敬 .  1 9 8 2 .  ル リ ト ラ ノ オ 属 の 新 種 ,  サ ン イ ン ト

ラ ノ オ .  植 研 雑 ．  5 7 :  3 4 9 - 3 5 2 .  
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ま た ， 島 根 大 学 生 物 資 源 科 学 部 農 林 生 産 学 科 育 種 学 研

究 室 の 馬 田 な つ み  氏 ， 東 根 千 紗  氏 ， 井 田 大 貴  氏 ，

西 澤 伸 汰  氏 に は ， 実 験 の 遂 行 に あ た り 多 大 な ご 協 力

を い た だ い た ． 厚 く 感 謝 申 し 上 げ る ．  
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部 長 ， 西 部 農 林 振 興 セ ン タ ー 益 田 事 務 所 の 神 門 卓 巳  

課 長 ， 商 工 労 働 部 大 阪 事 務 所 の 田 中 博 一  課 長 ， 西 部

農 林 振 興 セ ン タ ー 大 田 事 務 所 の 北 川 絵 理  主 任 農 業 普

及 員 ， 西 部 農 林 振 興 セ ン タ ー 浜 田 事 務 所 の 伊 藤 志 穂  

主 任 農 業 普 及 員 ， 西 部 農 林 振 興 セ ン タ ー 浜 田 事 務 所 の

今 井 達 也  農 業 普 及 員 ， 農 業 技 術 セ ン タ ー 産 地 支 援 科

の 引 野 誠 治  氏 ， 山 中 光 司  氏 ， 今 岡 由 美  氏 ， 島 根 県

農 林 大 学 校 の 平 佐 聡 尚  教 授 に は 多 大 な る ご 理 解 と ご

支 援 を い た だ い た ． ま た ， 本 研 究 を 行 う に あ た り 実 験

補 助 を 行 っ て い た だ い た 島 根 県 農 業 技 術 セ ン タ ー の 会

計 年 度 職 員 の 方 々 に は 実 験 に 際 し 多 大 な る ご 協 力 を い

た だ い た ． ま た ， 島 根 県 農 業 技 術 セ ン タ ー の 持 田 守 男  

元 所 長 ， 吉 田 政 昭  元 所 長 ， 長 野 正 己  元 所 長 に は ， 通

学 ， 研 究 遂 行 に あ た り ご 理 解 ， ご 高 配 を い た だ い た ．
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本 学 位 論 文 の 基 礎 と な っ た 論 文  

  

第 ２ 章  

 

加 古 哲 也 ・ 持 田 耕 平 ・ 中 務  明 ・ 小 林 伸 雄 ． 2 0 2 0 ． 隠 岐

諸 島 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ ン （ V e r o n i c a  o r n a t a  

M o n j u s c h k o ） の 園 芸 化 を 目 的 と し た 各 種 形 質 の 評

価 .  園 学 研 ． 1 9 :  3 3 9 - 3 4 7 .  

 

第 ３ 章  

 

加 古 哲 也 ・ 持 田 耕 平 ・ 郷 原  優 ・ 中 務  明 ・ 小 林 伸 雄 ．

2 0 2 2 .  ト ウ テ イ ラ ン （ V e r o n i c a  o r n a t a  M o n j u s c h k o ）

の 夏 秋 期 の 鉢 物 利 用 に お け る 摘 心 時 期 お よ び 摘 心

節 位 が 開 花 期 な ら び に 品 質 に 及 ぼ す 影 響 .  園 学 研 ．

（ I n  p r e s s ） .  

 

第 ４ 章  

 

加 古 哲 也 ・ 持 田 耕 平 ・ 郷 原  優 ・ 中 務  明 ・ 小 林 伸 雄 ．
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2 0 2 1 .  島 根 県 に 自 生 す る ト ウ テ イ ラ ン  ( V e r o n i c a  

o r n a t a  M o n j u s c h k o )  と サ ン イ ン ト ラ ノ オ  ( V .  

o g u r a e  ( T .  Y a m a z . )  A l b a c h )  の 種 間 雑 種 の 育 成 と そ

の 形 質 ． 園 学 研 ． 2 0 :  3 9 9 - 4 0 6 .   

 


